
2
0

13
S

E
P

TE
M

B
E

R N
o

.60
IS
S
N
 1883-2768

［
ジ
ャ
イ
カ
ズ
 ワ
ー
ル
ド
］
 平
成
25年

9月
1日
発
行
（
毎
月
1回
1日
発
行
）
　
編
集
・
発
行
／
独
立
行
政
法
人
 国
際
協
力
機
構

 〒
10
2
-8
0
1
2
 東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
5-25　

二
番
町
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
　
TE
L 0
3
-5
2
2
6
-9
7
8
1
　
FA
X
 0
3
-5
2
2
6
-6
3
9
6
　
http://w

w
w
.jica.go.jp/

SEPTEMBER 2013 No.60 ● 9

悲しみを
繰り返さない

特 集　防災



my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や途上国

の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らしなど、

国際協力や開発途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真とともに応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーのほかに、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく

場合が

あります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募
作品は

ご返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （JICA’s World 編集部宛）

―

①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体

任 了解が得られて るものとします
応募条件
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岩手県陸前高田市の「奇跡の一本松」。
かつて約7万本あった松は、東日本大震
災による津波の被害を受けて、たった一
本に。復興のシンボルとして、人 を々勇気
付けた

“ないもの”の中にある幸せ　パプアニューギニア
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し
か
し
そ
の
後
も
日
本
は
、
い
ば
ら
の
道
を

歩
む
。
ど
ん
な
に
災
害
関
連
の
デ
ー
タ
を
分
析

し
て
も
、
住
民
を
巻
き
込
ん
で
防
災
意
識
を
高

め
て
も
、
あ
る
日
突
然
、
想
像
を
上
回
る
規
模

の
大
災
害
は
起
こ
っ
て
し
ま
う
。95
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
―
。
大
災
害
に
追
い
回
さ
れ
な
が
ら
も
、
日

本
は
〝
反
省
〞
と
〝
教
訓
〞
を
糧
に
防
災
技
術

を
培
い
、
今
も
な
お
、
改
善
を
進
め
て
い
る
。

　
日
本
だ
け
で
は
な
い
。
世
界
各
地
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
国
が
、
人
が
、
自
然
の
脅
威
に
翻
弄
さ

れ
て
い
る
。

　
災
害
は
国
境
を
超
え
て
や
っ
て
く
る
―
。
防

災
へ
の
対
策
は
、
一
国
、
一
地
域
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
。
２
０
０
４
年
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地

震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
は
、
世
界
中
に
そ
の
こ
と

を
知
ら
し
め
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
西
部
、
ス
マ

ト
ラ
沖
を
震
源
と
し
た
地
震
は
、
巨
大
な
津
波

を
引
き
起
こ
し
た
。
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
ス
リ
ラ

ン
カ
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
…
周
辺
国
に
ま
で
被
害
が

及
ん
だ
の
だ
。
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
人
気

の
地
域
で
は
、
自
国
で
は
そ
ん
な
災
害
と
ほ
ぼ

無
縁
の
欧
米
人
観
光
客
も
命
を
落
と
し
た
。

　
犠
牲
者
は
20
万
人
以
上
―
。
な
ぜ
こ
こ
ま
で

被
害
が
拡
大
し
た
の
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
被

害
を
受
け
た
国
の
多
く
が
開
発
途
上
国
だ
っ
た

こ
と
も
関
係
し
て
い
る
。国
と
し
て
の
機
能
も
、

そ
れ
を
支
え
る
人
材
も
ぜ
い
弱
な
途
上
国
。

日
々
を
生
き
る
の
に
必
死
な
中
、
い
ざ
と
い
う

時
の
〝
備
え
〞
で
あ
る
防
災
に
ま
で
手
が
回
っ

て
い
な
い
。

災
害
に
ぜ
い
弱
な

開
発
途
上
国
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大
都
市
の
一
つ
、
名
古
屋
を
大
型
台
風
が
直
撃

し
、
約
５
０
０
０
人
も
の
命
が
奪
わ
れ
た
。
そ

れ
ま
で
の
災
害
後
の
〝
後
追
い
型
の
対
策
〞
は
、

ほ
と
ん
ど
意
味
を
な
さ
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
日
本
政
府
は
61
年
に
「
災
害

対
策
基
本
法
」
を
制
定
。
政
府
主
導
だ
っ
た
取

り
組
み
を
、
地
方
自
治
体
、
放
送
局
、
交
通
機

関
な
ど
を
巻
き
込
み
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て

防
災
を
推
進
す
る
体
制
に
移
行
し
て
い
っ
た
。

「
防
災
の
日
」が
設
定
さ
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
だ
。

　
９
月
１
日
。
毎
年
、
こ
の
前
後
１
週
間
は
、

全
国
各
地
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
る
。
そ
う
、

日
本
で
は
お
な
じ
み
の
「
防
災
の
日
」
だ
か
ら

だ
。

　
世
界
有
数
の
「
災
害
経
験
国
」
と
し
て
知
ら

れ
る
日
本
。
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
〝
も
し
も
〞
の
時
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
ど

う
対
応
す
べ
き
か
―
。
み
ん
な
が
原
点
に
立
ち

返
り
、
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
る
日
だ
。

　
そ
し
て
こ
の
日
は
、
日
本
で
暮
ら
す
私
た
ち

に
と
っ
て
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
そ
の
答
え

の
カ
ギ
は
今
か
ら
90
年
前
、
１
９
２
３
年
の
９

月
１
日
。
関
東
大
震
災
だ
。
神
奈
川
県
相
模
湾

沖
を
震
源
と
し
た
大
き
な
揺
れ
は
東
京
や
横
浜

を
火
の
海
に
変
え
、
一
瞬
に
し
て
、
人
々
の
大

切
な
も
の
を
奪
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
地
震
、
津
波
、
台
風
、

洪
水
、
火
山
噴
火
…
。
日
本
は
こ
れ
ま
で
、
実

に
多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て

そ
の
過
程
で
、
日
本
独
自
の
文
化
と
な
っ
た
の

が
〝
防
災
〞
だ
。

　「〝
地
震
・
雷
・
火
事
・
お
や
じ
〞、〝
天
災
は

忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
〞
な
ど
、
日
本
に

は
災
害
に
関
す
る
格
言
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
先
人
た
ち
は
自
身
の
経
験
を
次
世

代
に
伝
え
よ
う
と
努
力
し
、
防
災
文
化
が
根
付

い
て
き
た
の
で
す
」
と
、
独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構
の
西
川
智
監
査
室
長
は
話
す
。

　
そ
ん
な
日
本
の
防
災
の
転
換
期
と
な
っ
た
の

が
59
年
の
伊
勢
湾
台
風
。
ま
さ
に
戦
後
復
興
を

遂
げ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
の
時
代
、
日
本
の
三

日
本
の
宿
命
―

経
験
か
ら
積
み
上
げ
ら
れ
た
技
術

避難所の案内板は災害時の生命線（ケニア・ニャンド川流域：撮影 佐藤浩治）

洪水対策の一環として円借款で整備されたダ
ム（ブラジル・サンパウロ州：撮影 久野真一）

雨期の洪水に備えて、河川
流域では堤防の整備などが
重要（インドネシア・東ジャワ
州：撮影 谷本美加）

い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害
。

世
界
各
地
で
ど
れ
ほ
ど
の
人
が
苦
し
み
、
命
を
落
と
し
た
だ
ろ
う
か
。

幾
多
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
、
防
災
に
力
を
入
れ
て
き
た
日
本
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
今
、
私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
は
何
か
。

自
然
の
脅
威
か
ら
、
国
を
、
人
を
守
る
た
め
の
挑
戦
に
迫
る
。

悲
し
み
を

繰
り
返
さ
な
い

特 

集  

防
災

2004年12月26日のスマトラ沖大地震・インド洋
津波の直後、スリランカ東部沿岸で海に向かって
祈りを捧げる女性 （写真提供：Getty Images）

■世界の大規模自然災害発生件数
  （1976-2005年）

　
し
か
し
そ
の
ま
ま
で
は
、
被
害
は
拡
大
す
る

一
方
だ
。「
災
害
は
そ
の
発
生
の
規
模
に
よ
っ

て
は
、
一
国
の
経
済
状
況
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
国
境
を
超
え
て
他
の
国

に
も
伝
播
す
る
の
で
す
」
と
西
川
さ
ん
は
指
摘

す
る
。
２
０
１
１
年
秋
に
起
こ
っ
た
タ
イ
の
大

洪
水
を
思
い
出
し
て
み
て
ほ
し
い
。
日
系
企
業

も
多
く
進
出
し
て
い
る
ア
ユ
タ
ヤ
の
工
業
団
地

が
水
没
し
た
こ
と
で
、
電
化
製
品
な
ど
の
部
品

の
一
部
製
造
が
ス
ト
ッ
プ
。
日
本
国
内
で
販
売

中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
製
品
も
あ
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
時
、
同
様
の
こ
と
が
世
界
各
地
で
も
起

こ
っ
て
い
た
。
災
害
は
も
は
や
一
国
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
の
だ
。

　「
日
本
は
先
進
国
の
中
で
も
、
群
を
抜
い
て
、

多
く
の
災
害
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
世

界
の
防
災
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
べ
き
存
在
な
の

で
す
」
と
西
川
さ
ん
は
強
調
す
る
。

　
こ
の
数
年
、
大
規
模
な
災
害
を
立
て
続
け

に
経
験
し
、
新
た
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る

防
災
。
あ
の
悲
し
み
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
―
。
日
本
と
途
上
国
が
共
に
学
び
合
い
、
一

致
団
結
し
、〝
災
害
に
強
い
世
界
〞
を
目
指
す

べ
き
時
に
き
て
い
る
。

特集 防災
悲しみを繰り返さない

編
集
協
力
：
西
川
智 

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構 

監
査
室
長

95年1月17日に発生した阪神・淡路大震災。激しく倒
壊した高速道路や新幹線の高架橋、火の海に包まれ

た街…。当時、国内最大規模といわれたこの地震による被害
は、今でも多くの人の脳裏に鮮明に焼きついている。
　この地震は、この土地から多くのものを奪った。しかし、こ
こで立ち止まっているわけにはいかない―。二度と同じことを
繰り返すまいと、兵庫の人々は地域を挙げて、防災を推進して
きた。
　そしてその取り組みは次のステップへ―。世界全体を災害
から守るために、自分たちが試行錯誤を重ねて培ったノウハ
ウを外に発信し、共有すべきという声が上がってきたのだ。そ
こで、2007年に兵庫県とJICAが設立したのが「国際防災研
修センター（DRLC）」。災害にぜい弱な開発途上国を対象に
した防災分野の人材育成の拠点だ。
　兵庫の経験とJICAの途上国ネットワークを生かしたユニッ
ト。地元の防災関連の組織やNGO、教育機関などと協働
で、途上国の防災関係者への技術移転、現地への専門家派
遣、防災教育教材の作成などを実施中だ。災害に強い世界を
目指し、兵庫を拠点
に、新たなうねりが
生まれている。

兵庫ではぐくむ世界の防災
国際防災研修センター（DRLC）

19

災害に学ぶ
災害を経験するたびに、その経験を教訓に、防災の取り組み
を強化してきた日本。この20年で大規模な地震を経験した
兵庫と東北が推し進める防災対策とは―。

1995年1月17日　阪神・淡路大震災　
震源地：兵庫県淡路島北部沖
マグニチュード：7.3 
死者・行方不明者：約6,500人2010年 ハイチ地震

2010年 チリ地震

2004年 
ハリケーン・アイバン

2005年 
ハリケーン・カトリーナ

2011年 
ニュージーランド南島地震

2002年 
インド干ばつ

2003年 バム地震
2008年
中国四川大地震

2000年 モザンビーク洪水

2004年 
インドネシア・インド洋津波　

2004年 
スマトラ沖大地震

2011年 タイ洪水

2010年 パキスタン洪水

2005年 パキスタン地震

2012年 
サヘル地域干ばつ・洪水

2007年 
サイクロン・
シドル

2008年 サイクロン・ナルギス

2011年 東日本大震災
1995年 阪神・淡路大震災

2004年 新潟県中越地震

ニッポン発

記憶を風化させないために
東北大学 災害科学国際研究所（IRIDeS）

北地方は三陸沖に沈み込んでいる太平洋プレートの影響で、こ
れまで地震や津波などの災害を数多く経験しています。それ故

に日本の中でも防災に熱心な地域の一つで、自治体と市民が連携し、
インフラ整備や避難訓練に懸命に取り組んできました。
　でも悲しいことに、東日本大震災では、多くの人が津波の犠牲になり
ました。「津波が来たら高台に逃げる」。そう分かっていても、心のどこ
かに「自分は大丈夫」という意識があった人もいたと思います。忘れた
ころにやってくるのが災害。もしもの時に備えて、危機感を持ち続けるこ

2011年3月11日　東日本大震災
震源地：宮城県三陸沖
マグニチュード：9.0
死者・行方不明者：約18,550人

東北大学
今村文彦教授
 （津波工学）

とは容易ではありません。
　いまだ復旧・復興の過程にある中、将来のための防災対策を東北沿岸
地域で進めていくことは、ある意味、酷かもしれません。でも“今”なので
す。津波の恐ろしさがはっきりと心に刻まれている今だからこそ、その重要
性を肌で感じ、我が身のものとして防災を学ぶことができるはずです。
　その一環として、東北大学災害科学国際研究所（IRIDeS）では「みんな
の防災手帳」を作成しました。地震が起こった
時の避難場所、被災地証明書の取り方など、災
害時に必要な情報がぎっしり詰まった手帳。被
災者へのヒアリングや我々の経験と教訓を基に
まとめました。上着のポケットに入る大きさで持
ち歩きも便利。この秋から、まずは宮城県多賀
城市で配布を始める予定です。
　東北地方は今、防災力を高める上で岐路に立
たされています。自分の身を、大切な人を守るた
めに、何をすべきか―。地域の人たちと共に考
え、前に進んでいきたいと思います。

東

神戸市の消防隊員か
ら防災のノウハウを学
ぶ途上国の研修員

参考：『大災害に立ち向かう世界と日本ー災害と国際協力ー』（佐伯印刷）、DRLCホームページなど
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し
か
し
そ
の
後
も
日
本
は
、
い
ば
ら
の
道
を

歩
む
。
ど
ん
な
に
災
害
関
連
の
デ
ー
タ
を
分
析

し
て
も
、
住
民
を
巻
き
込
ん
で
防
災
意
識
を
高

め
て
も
、
あ
る
日
突
然
、
想
像
を
上
回
る
規
模

の
大
災
害
は
起
こ
っ
て
し
ま
う
。95
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
―
。
大
災
害
に
追
い
回
さ
れ
な
が
ら
も
、
日

本
は
〝
反
省
〞
と
〝
教
訓
〞
を
糧
に
防
災
技
術

を
培
い
、
今
も
な
お
、
改
善
を
進
め
て
い
る
。

　
日
本
だ
け
で
は
な
い
。
世
界
各
地
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
国
が
、
人
が
、
自
然
の
脅
威
に
翻
弄
さ

れ
て
い
る
。

　
災
害
は
国
境
を
超
え
て
や
っ
て
く
る
―
。
防

災
へ
の
対
策
は
、
一
国
、
一
地
域
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
。
２
０
０
４
年
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地

震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
は
、
世
界
中
に
そ
の
こ
と

を
知
ら
し
め
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
西
部
、
ス
マ

ト
ラ
沖
を
震
源
と
し
た
地
震
は
、
巨
大
な
津
波

を
引
き
起
こ
し
た
。
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
ス
リ
ラ

ン
カ
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
…
周
辺
国
に
ま
で
被
害
が

及
ん
だ
の
だ
。
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
人
気

の
地
域
で
は
、
自
国
で
は
そ
ん
な
災
害
と
ほ
ぼ

無
縁
の
欧
米
人
観
光
客
も
命
を
落
と
し
た
。

　
犠
牲
者
は
20
万
人
以
上
―
。
な
ぜ
こ
こ
ま
で

被
害
が
拡
大
し
た
の
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
被

害
を
受
け
た
国
の
多
く
が
開
発
途
上
国
だ
っ
た

こ
と
も
関
係
し
て
い
る
。国
と
し
て
の
機
能
も
、

そ
れ
を
支
え
る
人
材
も
ぜ
い
弱
な
途
上
国
。

日
々
を
生
き
る
の
に
必
死
な
中
、
い
ざ
と
い
う

時
の
〝
備
え
〞
で
あ
る
防
災
に
ま
で
手
が
回
っ

て
い
な
い
。

災
害
に
ぜ
い
弱
な

開
発
途
上
国

September 2013                         04

大
都
市
の
一
つ
、
名
古
屋
を
大
型
台
風
が
直
撃

し
、
約
５
０
０
０
人
も
の
命
が
奪
わ
れ
た
。
そ

れ
ま
で
の
災
害
後
の
〝
後
追
い
型
の
対
策
〞
は
、

ほ
と
ん
ど
意
味
を
な
さ
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
日
本
政
府
は
61
年
に
「
災
害

対
策
基
本
法
」
を
制
定
。
政
府
主
導
だ
っ
た
取

り
組
み
を
、
地
方
自
治
体
、
放
送
局
、
交
通
機

関
な
ど
を
巻
き
込
み
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て

防
災
を
推
進
す
る
体
制
に
移
行
し
て
い
っ
た
。

「
防
災
の
日
」が
設
定
さ
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
だ
。

　
９
月
１
日
。
毎
年
、
こ
の
前
後
１
週
間
は
、

全
国
各
地
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
る
。
そ
う
、

日
本
で
は
お
な
じ
み
の
「
防
災
の
日
」
だ
か
ら

だ
。

　
世
界
有
数
の
「
災
害
経
験
国
」
と
し
て
知
ら

れ
る
日
本
。
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
〝
も
し
も
〞
の
時
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
ど

う
対
応
す
べ
き
か
―
。
み
ん
な
が
原
点
に
立
ち

返
り
、
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
る
日
だ
。

　
そ
し
て
こ
の
日
は
、
日
本
で
暮
ら
す
私
た
ち

に
と
っ
て
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
そ
の
答
え

の
カ
ギ
は
今
か
ら
90
年
前
、
１
９
２
３
年
の
９

月
１
日
。
関
東
大
震
災
だ
。
神
奈
川
県
相
模
湾

沖
を
震
源
と
し
た
大
き
な
揺
れ
は
東
京
や
横
浜

を
火
の
海
に
変
え
、
一
瞬
に
し
て
、
人
々
の
大

切
な
も
の
を
奪
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
地
震
、
津
波
、
台
風
、

洪
水
、
火
山
噴
火
…
。
日
本
は
こ
れ
ま
で
、
実

に
多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て

そ
の
過
程
で
、
日
本
独
自
の
文
化
と
な
っ
た
の

が
〝
防
災
〞
だ
。

　「〝
地
震
・
雷
・
火
事
・
お
や
じ
〞、〝
天
災
は

忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
〞
な
ど
、
日
本
に

は
災
害
に
関
す
る
格
言
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
先
人
た
ち
は
自
身
の
経
験
を
次
世

代
に
伝
え
よ
う
と
努
力
し
、
防
災
文
化
が
根
付

い
て
き
た
の
で
す
」
と
、
独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構
の
西
川
智
監
査
室
長
は
話
す
。

　
そ
ん
な
日
本
の
防
災
の
転
換
期
と
な
っ
た
の

が
59
年
の
伊
勢
湾
台
風
。
ま
さ
に
戦
後
復
興
を

遂
げ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
の
時
代
、
日
本
の
三

日
本
の
宿
命
―

経
験
か
ら
積
み
上
げ
ら
れ
た
技
術

避難所の案内板は災害時の生命線（ケニア・ニャンド川流域：撮影 佐藤浩治）

洪水対策の一環として円借款で整備されたダ
ム（ブラジル・サンパウロ州：撮影 久野真一）

雨期の洪水に備えて、河川
流域では堤防の整備などが
重要（インドネシア・東ジャワ
州：撮影 谷本美加）

い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害
。

世
界
各
地
で
ど
れ
ほ
ど
の
人
が
苦
し
み
、
命
を
落
と
し
た
だ
ろ
う
か
。

幾
多
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
、
防
災
に
力
を
入
れ
て
き
た
日
本
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
今
、
私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
は
何
か
。

自
然
の
脅
威
か
ら
、
国
を
、
人
を
守
る
た
め
の
挑
戦
に
迫
る
。

悲
し
み
を

繰
り
返
さ
な
い

特 

集  

防
災

2004年12月26日のスマトラ沖大地震・インド洋
津波の直後、スリランカ東部沿岸で海に向かって
祈りを捧げる女性 （写真提供：Getty Images）

■世界の大規模自然災害発生件数
  （1976-2005年）

　
し
か
し
そ
の
ま
ま
で
は
、
被
害
は
拡
大
す
る

一
方
だ
。「
災
害
は
そ
の
発
生
の
規
模
に
よ
っ

て
は
、
一
国
の
経
済
状
況
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
国
境
を
超
え
て
他
の
国

に
も
伝
播
す
る
の
で
す
」
と
西
川
さ
ん
は
指
摘

す
る
。
２
０
１
１
年
秋
に
起
こ
っ
た
タ
イ
の
大

洪
水
を
思
い
出
し
て
み
て
ほ
し
い
。
日
系
企
業

も
多
く
進
出
し
て
い
る
ア
ユ
タ
ヤ
の
工
業
団
地

が
水
没
し
た
こ
と
で
、
電
化
製
品
な
ど
の
部
品

の
一
部
製
造
が
ス
ト
ッ
プ
。
日
本
国
内
で
販
売

中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
製
品
も
あ
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
時
、
同
様
の
こ
と
が
世
界
各
地
で
も
起

こ
っ
て
い
た
。
災
害
は
も
は
や
一
国
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
の
だ
。

　「
日
本
は
先
進
国
の
中
で
も
、
群
を
抜
い
て
、

多
く
の
災
害
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
世

界
の
防
災
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
べ
き
存
在
な
の

で
す
」
と
西
川
さ
ん
は
強
調
す
る
。

　
こ
の
数
年
、
大
規
模
な
災
害
を
立
て
続
け

に
経
験
し
、
新
た
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る

防
災
。
あ
の
悲
し
み
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
―
。
日
本
と
途
上
国
が
共
に
学
び
合
い
、
一

致
団
結
し
、〝
災
害
に
強
い
世
界
〞
を
目
指
す

べ
き
時
に
き
て
い
る
。

特集 防災
悲しみを繰り返さない

編
集
協
力
：
西
川
智 

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構 

監
査
室
長

95年1月17日に発生した阪神・淡路大震災。激しく倒
壊した高速道路や新幹線の高架橋、火の海に包まれ

た街…。当時、国内最大規模といわれたこの地震による被害
は、今でも多くの人の脳裏に鮮明に焼きついている。
　この地震は、この土地から多くのものを奪った。しかし、こ
こで立ち止まっているわけにはいかない―。二度と同じことを
繰り返すまいと、兵庫の人々は地域を挙げて、防災を推進して
きた。
　そしてその取り組みは次のステップへ―。世界全体を災害
から守るために、自分たちが試行錯誤を重ねて培ったノウハ
ウを外に発信し、共有すべきという声が上がってきたのだ。そ
こで、2007年に兵庫県とJICAが設立したのが「国際防災研
修センター（DRLC）」。災害にぜい弱な開発途上国を対象に
した防災分野の人材育成の拠点だ。
　兵庫の経験とJICAの途上国ネットワークを生かしたユニッ
ト。地元の防災関連の組織やNGO、教育機関などと協働
で、途上国の防災関係者への技術移転、現地への専門家派
遣、防災教育教材の作成などを実施中だ。災害に強い世界を
目指し、兵庫を拠点
に、新たなうねりが
生まれている。

兵庫ではぐくむ世界の防災
国際防災研修センター（DRLC）

19

災害に学ぶ
災害を経験するたびに、その経験を教訓に、防災の取り組み
を強化してきた日本。この20年で大規模な地震を経験した
兵庫と東北が推し進める防災対策とは―。

1995年1月17日　阪神・淡路大震災　
震源地：兵庫県淡路島北部沖
マグニチュード：7.3 
死者・行方不明者：約6,500人2010年 ハイチ地震

2010年 チリ地震

2004年 
ハリケーン・アイバン

2005年 
ハリケーン・カトリーナ

2011年 
ニュージーランド南島地震

2002年 
インド干ばつ

2003年 バム地震
2008年
中国四川大地震

2000年 モザンビーク洪水

2004年 
インドネシア・インド洋津波　

2004年 
スマトラ沖大地震

2011年 タイ洪水

2010年 パキスタン洪水

2005年 パキスタン地震

2012年 
サヘル地域干ばつ・洪水

2007年 
サイクロン・
シドル

2008年 サイクロン・ナルギス

2011年 東日本大震災
1995年 阪神・淡路大震災

2004年 新潟県中越地震

ニッポン発

記憶を風化させないために
東北大学 災害科学国際研究所（IRIDeS）

北地方は三陸沖に沈み込んでいる太平洋プレートの影響で、こ
れまで地震や津波などの災害を数多く経験しています。それ故

に日本の中でも防災に熱心な地域の一つで、自治体と市民が連携し、
インフラ整備や避難訓練に懸命に取り組んできました。
　でも悲しいことに、東日本大震災では、多くの人が津波の犠牲になり
ました。「津波が来たら高台に逃げる」。そう分かっていても、心のどこ
かに「自分は大丈夫」という意識があった人もいたと思います。忘れた
ころにやってくるのが災害。もしもの時に備えて、危機感を持ち続けるこ

2011年3月11日　東日本大震災
震源地：宮城県三陸沖
マグニチュード：9.0
死者・行方不明者：約18,550人

東北大学
今村文彦教授
 （津波工学）

とは容易ではありません。
　いまだ復旧・復興の過程にある中、将来のための防災対策を東北沿岸
地域で進めていくことは、ある意味、酷かもしれません。でも“今”なので
す。津波の恐ろしさがはっきりと心に刻まれている今だからこそ、その重要
性を肌で感じ、我が身のものとして防災を学ぶことができるはずです。
　その一環として、東北大学災害科学国際研究所（IRIDeS）では「みんな
の防災手帳」を作成しました。地震が起こった
時の避難場所、被災地証明書の取り方など、災
害時に必要な情報がぎっしり詰まった手帳。被
災者へのヒアリングや我々の経験と教訓を基に
まとめました。上着のポケットに入る大きさで持
ち歩きも便利。この秋から、まずは宮城県多賀
城市で配布を始める予定です。
　東北地方は今、防災力を高める上で岐路に立
たされています。自分の身を、大切な人を守るた
めに、何をすべきか―。地域の人たちと共に考
え、前に進んでいきたいと思います。

東

神戸市の消防隊員か
ら防災のノウハウを学
ぶ途上国の研修員

参考：『大災害に立ち向かう世界と日本ー災害と国際協力ー』（佐伯印刷）、DRLCホームページなど

2011年 
東アフリカ干ばつ　
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　「
ラ
ン
チ
代
は
50
ペ
ソ
か
な
」

　
そ
う
聞
い
て
計
算
す
る
と
、
茶
碗
１

杯
の
ご
は
ん
と
お
か
ず
１
品
で
約
１
1

０
円
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
首
都
圏

の
一
都
市
、
マ
カ
テ
ィ
の
食
堂
で
の
話

だ
。

　
日
本
と
比
べ
て
物
価
は
格
段
に
安

い
。
し
か
し
、
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ

街
の
姿
は
、
東
京
に
も
ひ
け
を
と
ら
な

い
。
巨
大
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
、

い
つ
も
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
。「
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
暑
い
か
ら
、
み

ん
な
屋
内
に
い
た
い
ん
だ
よ
。
こ
こ
は

涼
し
い
か
ら
ね
」
と
、
現
地
の
人
が
笑

い
な
が
ら
教
え
て
く
れ
た
。
想
像
以
上

の
大
都
会
だ
。

　
し
か
し
数
十
メ
ー
ト
ル
先
は
、
ま
っ

た
く
の
別
世
界
。
川
沿
い
に
ト
タ
ン
屋

根
の
家
が
並
ぶ
。
こ
こ
の
住
民
の
ほ
と

ん
ど
が
、
地
方
か
ら
仕
事
を
求
め
て
集

ま
っ
て
き
た
人
々
。
川
岸
に
住
む
の
が

違
法
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
ほ
か
に

住
む
場
所
が
な
い
。

　
そ
ん
な
彼
ら
の
生
活
に
は
、
あ
る
脅

威
が
つ
き
ま
と
う
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
近
海
は
台
風
が
よ
く
発
生
す
る

場
所
。
大
雨
で
川
が
増
水
し
、
洪
水
が

起
こ
る
こ
と
も
多
い
。
護
岸
な
ど
の
整

備
が
追
い
付
か
ず
、
川
沿
い
の
家
は
浸

水
し
、
人
の
命
が
奪
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
の
だ
。

　
マ
ニ
ラ
だ
け
で
は
な
い
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
は
、
洪
水
に
よ
り
、
20
世
紀
最
大

と
も
い
わ
れ
る
犠
牲
者
を
出
し
た
場
所

が
あ
る
。
そ
こ
を
目
指
し
、
マ
ニ
ラ
か

ら
飛
行
機
で
約
50
分
、
太
平
洋
戦
争
の

激
戦
地
と
し
て
知
ら
れ
る
レ
イ
テ
島
に

飛
ん
だ
。

　
朝
６
時
前
。
早
朝
の
便
で
降
り
立
っ

た
の
は
島
の
北
東
部
タ
ク
ロ
バ
ン
。
そ

こ
か
ら
車
で
南
西
部
へ
。
マ
ニ
ラ
と
は

う
っ
て
か
わ
っ
て
、
車
窓
に
は
の
ど
か

な
田
園
風
景
が
映
る
。
水
が
張
ら
れ
た

田
ん
ぼ
で
、
人
々
が
水
牛
と
共
に
農
作

業
に
汗
を
流
し
て
い
た
。

　
２
時
間
半
か
け
て
た
ど
り
着
い
た
の

が
オ
ル
モ
ッ
ク
。
ア
ニ
ラ
オ
川
と
マ
ル

バ
サ
ッ
ク
川
と
い
う
２
本
の
川
に
挟
ま

れ
て
い
る
市
だ
。

　
ア
ニ
ラ
オ
川
の
ほ
と
り
で
車
を
止
め

る
と
、
水
遊
び
を
す
る
子
ど
も
た
ち
が

駆
け
寄
っ
て
き
た
。
牛
が
土
手
で
の
ん

び
り
草
を
食
べ
、
川
で
洗
濯
を
し
て
い

る
女
性
も
い
る
。
こ
こ
で
は
川
は
生
活

の
一
部
。
人
々
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
場

所
だ
と
い
う
。

　
し
か
し
１
９
９
１
年
、
こ
の
地
を
台

風
「
ウ
リ
ン
」
が
襲
っ
た
。
大
雨
に
よ

り
２
本
の
川
か
ら
あ
ふ
れ
出
た
水
が
街

を
飲
み
込
み
、
ほ
と
ん
ど
の
建
物
は
水

に
浸
か
っ
た
。
山
か
ら
流
さ
れ
て
き
た

木
々
が
押
し
寄
せ
、
家
を
破
壊
し
、
あ

っ
と
い
う
間
に
人
々
も
一
緒
に
押
し
流

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
当
時
の
人
口
は
約
12
万
。
う
ち
死
者
・

行
方
不
明
者
は
約
８
０
０
０
人
に
も
及

ん
だ
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
自
分
の
土

地
を
持
て
ず
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
働
き
、
川
岸
に
小

屋
を
建
て
て
暮
ら
し
て
い
た
貧
し
い

人
々
だ
っ
た
。

　「
そ
れ
ま
で
に
も
洪
水
は
あ
っ
た
の

で
、
み
ん
な
い
つ
も
の
こ
と
だ
と
油
断

し
て
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
水
は
引
く
と

思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
あ
の
時
は
違

っ
た
」。
当
時
を
そ
う
振
り
返
る
の
は
、

オ
ル
モ
ッ
ク
市
役
所
で
都
市
計
画
を
担

当
す
る
ラ
ウ
ル
・
カ
ム
さ
ん
。「
市
の

職
員
と
し
て
ま
ず
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
は
遺
体
の
回
収
。
街
中

に
た
だ
よ
っ
て
い
た
臭
い
が
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
」。　

　
二
度
と
こ
の
大
惨
事
を
繰
り
返
し
た

く
な
い
―
。
オ
ル
モ
ッ
ク
は
防
災
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
道
を
歩
み
始
め

た
。

　
し
か
し
洪
水
後
も
、
市
は
な
か
な
か

対
策
に
着
手
で
き
ず
に
い
た
。
一
番
の

原
因
は
財
政
難
だ
っ
た
。
日
々
、
洪
水

の
恐
怖
に
お
び
え
な
が
ら
生
活
す
る
住

民
た
ち
。「
雨
の
音
が
す
る
と
眠
れ
な

い
」
と
い
う
人
も
多
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
、

同
じ
災
害
多
発
国
と
し
て
、
70
年
代
か

ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
防
災
分
野
へ
の
支
援

を
続
け
て
き
た
日
本
。
オ
ル
モ
ッ
ク
の

大
洪
水
を
受
け
て
、
川
の
上
流
に
は
巨

石
や
流
木
を
せ
き
止
め
る
最
新
鋭
の
砂

防
ダ
ム
の
一
種
、
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
を
建

設
し
、
河
川
は
川
幅
を
広
げ
て
護
岸
を

整
備
し
た
り
と
、
洪
水
を
抑
え
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
進
め
た
の
だ
。

　
施
工
監
理
を
担
当
し
た
賀
来
衆
治
さ

ん
（
株
式
会
社
建
設
技
研
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
）
は
、
当
時
の
苦
労
を
こ
う

話
す
。「
川
幅
を
広
げ
る
た
め
に
は
土

地
が
必
要
で
す
が
、
人
が
住
ん
で
い
た

の
で
、
別
の
場
所
に
移
動
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ゆ
く

ゆ
く
は
彼
ら
自
身
の
安
全
に
も
つ
な
が

る
と
話
し
て
も
、
最
初
は
住
み
慣
れ
た

土
地
を
離
れ
る
こ
と
に
理
解
を
示
し
て

く
れ
な
か
っ
た
の
で
す
」。

　
そ
こ
で
賀
来
さ
ん
は
住
民
対
象
の
説

明
会
を
開
き
、
な
ぜ
川
幅
を
広
げ
る
必

要
が
あ
る
か
な
ど
、
洪
水
対
策
の
意
義

を
伝
え
続
け
た
。工
事
が
進
め
ば
街
を
、

あ
な
た
た
ち
の
財
産
を
、
そ
し
て
命
を

守
れ
る
の
だ
か
ら
―
。
そ
う
何
度
も
何

度
も
強
調
し
た
の
だ
。

　
そ
し
て
市
民
の
た
め
に
と
、
市
の
関

係
者
た
ち
も
動
い
た
。
川
か
ら
離
れ
た

新
し
い
土
地
を
確
保
し
、
川
沿
い
で
暮

ら
す
人
々
に
無
償
で
提
供
。
水
道
や
電

気
な
ど
も
整
備
し
て
生
活
環
境
を
整
え

た
。

　
賀
来
さ
ん
と
共
に
工
事
に
奮
闘
し
た

公
共
事
業
道
路
省
（
Ｄ
Ｐ
Ｗ
Ｈ
）
レ
イ

テ
土
木
事
務
所
の
ア
ー
ウ
ィ
ン
・
ア
ン

ト
ニ
オ
さ
ん
も
こ
う
話
す
。「
賀
来
さ

ん
た
ち
日
本
人
チ
ー
ム
は
決
し
て
あ
き

ら
め
ず
、
住
民
た
ち
と
真
摯
に
向
き
合

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
オ
ル
モ
ッ
ク
の
た

め
に
と
真
剣
な
彼
ら
の
姿
に
、
こ
の
地

出
身
の
私
た
ち
も
奮
い
立
た
さ
れ
た
の

で
す
」。

　「
こ
こ
が
ミ
ギ
タ
ス
ト
リ
ー
ト
だ
よ
」

　
川
沿
い
の
住
民
た
ち
の
新
た
な
住
ま

い
、
川
か
ら
６
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
ラ
オ

ウ
村
を
訪
れ
る
と
、
そ
う
紹
介
さ
れ
た
。

ミ
ギ
タ
。
日
本
語
の
よ
う
に
聞
こ
え
る

単
語
だ
。

　
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
そ
の
由
来
は
オ

ル
モ
ッ
ク
の
洪
水
対
策
に
尽
力
し
、
現

地
の
人
た
ち
か
ら
の
人
望

も
厚
か
っ
た
日
本
人
専
門

家
、
右
田
眞
さ
ん
（
建
設

技
研
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
）
の
名
前
。
志
半
ば
で

病
に
倒
れ
た
彼
の
功
績
を

た
た
え
て
市
が
命
名
し
、

記
念
碑
も
建
て
ら
れ
て
い

る
。

　
ラ
オ
ウ
村
に
は
小
学
校

も
教
会
も
建
て
ら
れ
、
今

で
は
約
５
０
０
０
人
が
暮

ら
し
て
い
る
。
91
年
の
洪

水
で
家
を
失
っ
た
と
い
う

小
学
校
教
員
の
女
性
に
話

を
聞
く
と
、「
川
の
そ
ば

よ
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
ま

す
。
緊
急
時
に
避
難
で
き

る
よ
う
、
小
学
校
が
２
階

建
て
で
心
強
い
」
と
話
し

て
く
れ
た
。

　
洪
水
を
防
ぐ
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
は
整

っ
た
。
次
の
課
題
は
、
そ
の
維
持
管
理

を
通
じ
て
、
洪
水
対
策
を
し
っ
か
り
と

続
け
る
こ
と
だ
。
そ
こ
で
関
係
者
が
話

し
合
っ
て
発
案
さ
れ
た
の
が
、
市
長
を

ト
ッ
プ
に
、
市
の
職
員
や
Ｄ
Ｐ
Ｗ
Ｈ
の

技
術
者
、村
長
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
〝
洪

水
対
策
委
員
会
〞
の
設
立
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
初
の
試
み
だ
。

　「
イ
ン
フ
ラ
建
設
は
Ｄ
Ｐ
Ｗ
Ｈ
の
管

轄
で
す
が
、
完
成
後
の
維
持
管
理
を
担

当
す
る
の
は
市
で
す
。
ど
こ
か
が
壊
れ

た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
建
設
さ
れ
た
か

を
知
ら
な
け
れ
ば
、
適
切
な
修
理
方
法

も
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
う
い
っ

た
情
報
を
共
有
し
合
え
る
横
断
的
な
組

織
が
必
要
だ
と
考
え
た
の
で
す
」
と
賀

来
さ
ん
は
話
す
。

　
ま
た
、
護
岸
が
整
備
さ
れ
て
も
、
そ

こ
に
ま
た
人
が
住
ん
で
し
ま
っ
た
ら
元

の
も
く
あ
み
。
そ
こ
で
、
村
長
が
日
ご

ろ
か
ら
監
視
し
、
不
法
侵
入
が
あ
れ
ば
、

市
や
Ｄ
Ｐ
Ｗ
Ｈ
に
情
報
を
提
供
。
厳
重

注
意
を
し
て
撤
去
を
命
じ
る
な
ど
、
護

岸
が
確
実
に
機
能
す
る
よ
う
連
携
し
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
川
の
清
掃
な
ど
に
住
民
も

巻
き
込
み
、
地
域
全
体
の
防
災
意
識
の

向
上
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
し
て
２
０
０
３
年
、
工
事
が
終
了

し
て
か
ら
２
年
後
―
。
ま
た
も
、
91
年

の
「
ウ
リ
ン
」
と
同
規
模
の
台
風
「
ギ

ラ
ス
」
が
オ
ル
モ
ッ
ク
を
直
撃
し
た
。

　
し
か
し
、あ
の
時
と
は
違
っ
た
。
木
々

や
土
砂
は
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
で
せ
き
止
め

ら
れ
、
護
岸
の
お
か
げ
で
街
の
浸
水
は

一
時
的
な
も
の
で
済
ん
だ
。
何
よ
り
誰

一
人
、
命
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
無

事
、
オ
ル
モ
ッ
ク
は
守
ら
れ
た
の
だ
。

　
そ
れ
が
実
現
し
た
の
は
、
自
分
た
ち

で
街
を
守
る
と
い
う
、
こ
の
土
地
の

人
々
の
地
道
な
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
。「
モ
ノ
が
あ
る
か
ら
安
全
だ
と
思

っ
て
は
い
け
な
い
。
維
持
管
理
を
徹
底

し
、
一
人
一
人
の
意
識
を
高
め
、
災
害

へ
の
備
え
が
大
切
だ
と
次
の
世
代
に
伝

え
て
い
き
た
い
」。
そ
う
話
す
カ
ム
さ

ん
の
言
葉
は
力
強
か
っ
た
。
た
だ
一
つ
、

人
々
を
守
り
た
い
と
い
う
思
い
が
、
彼

ら
を
動
か
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
。
万
全
に
備
え
る
た

め
に
は
、
国
全
体
の
防
災
力
を
高
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
、
災
害

後
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
予
防
も
含
ん

だ
総
合
的
な
災
害
対
策
を
進
め
る
べ

く
、
２
０
１
０
年
に
「
災
害
リ
ス
ク
軽

減
・
管
理
法
」
を
制
定
。
さ
ら
に
、
科

学
技
術
省
や
社
会
福
祉
省
、
内
務
自
治

省
な
ど
防
災
分
野
に
携
わ
る
44
の
省
庁

や
組
織
で
「
国
家
災
害
リ
ス
ク
軽
減
・

管
理
評
議
会
」
を
編
成
し
、
こ
れ
ま
で

な
か
っ
た
国
レ
ベ
ル
の
防
災
計
画
を
ま

と
め
た
。

　
そ
の
多
種
多
様
な
メ
ン
バ
ー
を
つ
な

ぐ
事
務
局
が
、
防
衛
省
の
下
に
あ
る
市

民
防
衛
局
（
Ｏ
Ｃ
Ｄ
）
だ
。
新
し
い
法

律
の
制
定
に
よ
り
、
災
害
の
〝
緊
急
対

応
〞
に
加
え
て
〝
予
防
〞
な
ど
、
よ
り

広
い
分
野
を
管
轄
す
る
こ
と
に
。
し
か

し
Ｏ
Ｃ
Ｄ
の
職
員
に
と
っ
て
は
経
験
の

少
な
い
分
野
で
、
十
分
な
知
識
が
な
い

の
が
課
題
だ
っ
た
。

　
マ
ニ
ラ
首
都
圏
ケ
ソ
ン
市
に
あ
る
Ｏ

Ｃ
Ｄ
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪
れ
る
と
、
日
本

人
専
門
家
の
一
人
、
児
玉
美
樹
さ
ん

（
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
）
が
迎
え
て

く
れ
た
。
彼
女
が
担
当
し
て
い
る
の
が

ま
さ
に
、Ｏ
Ｃ
Ｄ
の
人
づ
く
り
だ
。

　「
こ
れ
ま
で
Ｏ
Ｃ
Ｄ
を
は
じ
め
評
議

会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
戦
略
的
に
人
材
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

国
全
体
の
状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

人
が
今
す
ぐ
必
要
な
の
で
す
」
と
児
玉

さ
ん
。
そ
こ
で
、
国
の
災
害
対
策
を
担

う
人
材
の
研
修
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

に
。
児
玉
さ
ん
と
Ｏ
Ｃ
Ｄ
の
職
員
が
共

に
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
そ
の
計

画
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
防
災
に
関
す
る

法
律
、
各
省
庁
が
果
た
す
役
割
な
ど
を

伝
え
る
こ
と
で
、
防
災
の
全
体
像
を
と

ら
え
て
対
策
を
考
え
ら
れ
る
人
材
を
育

て
て
い
く
。

　
Ｏ
Ｃ
Ｄ
市
民
防
衛
執
行
官
の
オ
ノ
ラ

ト
・
デ
ロ
ス
レ
イ
ェ
ス
さ
ん
は
「
６
月

に
日
本
で
研
修
に
参
加
し
、
災
害
時
に

地
方
自
治
体
同
士
が
連
携
す
る
仕
組
み

な
ど
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
取
り
入
れ
た
い

ア
イ
デ
ア
を
持
ち
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｏ
Ｃ
Ｄ
は
役
割
が
拡
大
し
、
ま
さ
に
今

が
変
革
期
で
す
。
こ
の
勢
い
に
乗
っ
て
、

国
全
体
の
防
災
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
た
い
」
と
、
展
望
を
話
し
て
く
れ

た
。

　
イ
ン
フ
ラ
を
つ
く
り
、
ヒ
ト
を
育
て

る
―
。
そ
れ
を
両
輪
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

は
災
害
に
強
い
国
を
目
指
し
て
取
り
組

み
を
続
け
て
い
く
。

特集 防災
悲しみを繰り返さない オルモックのアニラオ川。日本の支援

で護岸が整備され、市の予算でフェン
スや街灯なども設置された

「フィリピンには、防災の知識を持った人を育てる
仕組みが必要。その最初の“土台”を、この国の
人 と々試行錯誤しながらつくり上げていけるのが
やりがい」と児玉専門家（右から2人目）

1991年、オルモックを襲った台風「ウリン」により引き起こされた
大洪水。建物の1階は水に浸かっている

アニラオ川の上流に建設されたフィリピン初
のスリットダム。毎月、せき止められた流木など
を取り除くなどの維持管理が続けられている

2011年にミンダナオ島を直撃した
熱帯暴風雨「センドン」による被
害。想定外の地域での災害対応
にはまだ課題が残る

ミギタストリート沿いに暮らす夫婦。「野菜を売って暮らしています。街には少し遠くなったけれど、
洪水の心配がなくなって安心して暮らせるようになった」。左は彼らに話を聞くオルモック市役所
のカムさん

特集 防災
悲しみを繰り返さない

マニラ首都圏の一つ、マカティを流れるパッシグ川。
たびたび洪水が発生していたが、日本の護岸整備
により浸水被害は減った

マニラ

アニラオ川沿いに設置されたフィリピン初の
倉庫兼展望台。河川の維持管理に使う機
材を保管している

6月にOCDの職員が研修で日本を訪問。国土交通省の東北地方整備局では、東日本大震災
発生後に広域の被害をどう把握して対策を立てたかについて講義を受けた

オルモック

災
害
の
リ
ス
ク
を
上
げ
る

貧
し
さ

自
分
た
ち
で
守
り
伝
え
る

防
災
の
大
切
さ

国
が
一
つ
と
な
り

災
害
に
立
ち
向
か
う
た
め
に

苦
労
し
な
が
ら

進
め
た
洪
水
対
策

大
洪
水
で

人
も
家
も
家
畜
も
消
え
た

1年を通じて、さまざまな災害に見舞われているフィリピン。
そこには、自分の地域を守ろうと立ち上がる住民たちの姿があった。

国を挙げて“防災力”の向上に取り組む現場を取材した。

人を守るのは人の力

フィリピン

from PHILIPPINES

September 2013                         0809                         September 2013

11                         September 2013 September 2013                         10



　「
ラ
ン
チ
代
は
50
ペ
ソ
か
な
」

　
そ
う
聞
い
て
計
算
す
る
と
、
茶
碗
１

杯
の
ご
は
ん
と
お
か
ず
１
品
で
約
１
1

０
円
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
首
都
圏

の
一
都
市
、
マ
カ
テ
ィ
の
食
堂
で
の
話

だ
。

　
日
本
と
比
べ
て
物
価
は
格
段
に
安

い
。
し
か
し
、
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ

街
の
姿
は
、
東
京
に
も
ひ
け
を
と
ら
な

い
。
巨
大
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
、

い
つ
も
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
。「
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
暑
い
か
ら
、
み

ん
な
屋
内
に
い
た
い
ん
だ
よ
。
こ
こ
は

涼
し
い
か
ら
ね
」
と
、
現
地
の
人
が
笑

い
な
が
ら
教
え
て
く
れ
た
。
想
像
以
上

の
大
都
会
だ
。

　
し
か
し
数
十
メ
ー
ト
ル
先
は
、
ま
っ

た
く
の
別
世
界
。
川
沿
い
に
ト
タ
ン
屋

根
の
家
が
並
ぶ
。
こ
こ
の
住
民
の
ほ
と

ん
ど
が
、
地
方
か
ら
仕
事
を
求
め
て
集

ま
っ
て
き
た
人
々
。
川
岸
に
住
む
の
が

違
法
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
ほ
か
に

住
む
場
所
が
な
い
。

　
そ
ん
な
彼
ら
の
生
活
に
は
、
あ
る
脅

威
が
つ
き
ま
と
う
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
近
海
は
台
風
が
よ
く
発
生
す
る

場
所
。
大
雨
で
川
が
増
水
し
、
洪
水
が

起
こ
る
こ
と
も
多
い
。
護
岸
な
ど
の
整

備
が
追
い
付
か
ず
、
川
沿
い
の
家
は
浸

水
し
、
人
の
命
が
奪
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
の
だ
。

　
マ
ニ
ラ
だ
け
で
は
な
い
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
は
、
洪
水
に
よ
り
、
20
世
紀
最
大

と
も
い
わ
れ
る
犠
牲
者
を
出
し
た
場
所

が
あ
る
。
そ
こ
を
目
指
し
、
マ
ニ
ラ
か

ら
飛
行
機
で
約
50
分
、
太
平
洋
戦
争
の

激
戦
地
と
し
て
知
ら
れ
る
レ
イ
テ
島
に

飛
ん
だ
。

　
朝
６
時
前
。
早
朝
の
便
で
降
り
立
っ

た
の
は
島
の
北
東
部
タ
ク
ロ
バ
ン
。
そ

こ
か
ら
車
で
南
西
部
へ
。
マ
ニ
ラ
と
は

う
っ
て
か
わ
っ
て
、
車
窓
に
は
の
ど
か

な
田
園
風
景
が
映
る
。
水
が
張
ら
れ
た

田
ん
ぼ
で
、
人
々
が
水
牛
と
共
に
農
作

業
に
汗
を
流
し
て
い
た
。

　
２
時
間
半
か
け
て
た
ど
り
着
い
た
の

が
オ
ル
モ
ッ
ク
。
ア
ニ
ラ
オ
川
と
マ
ル

バ
サ
ッ
ク
川
と
い
う
２
本
の
川
に
挟
ま

れ
て
い
る
市
だ
。

　
ア
ニ
ラ
オ
川
の
ほ
と
り
で
車
を
止
め

る
と
、
水
遊
び
を
す
る
子
ど
も
た
ち
が

駆
け
寄
っ
て
き
た
。
牛
が
土
手
で
の
ん

び
り
草
を
食
べ
、
川
で
洗
濯
を
し
て
い

る
女
性
も
い
る
。
こ
こ
で
は
川
は
生
活

の
一
部
。
人
々
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
場

所
だ
と
い
う
。

　
し
か
し
１
９
９
１
年
、
こ
の
地
を
台

風
「
ウ
リ
ン
」
が
襲
っ
た
。
大
雨
に
よ

り
２
本
の
川
か
ら
あ
ふ
れ
出
た
水
が
街

を
飲
み
込
み
、
ほ
と
ん
ど
の
建
物
は
水

に
浸
か
っ
た
。
山
か
ら
流
さ
れ
て
き
た

木
々
が
押
し
寄
せ
、
家
を
破
壊
し
、
あ

っ
と
い
う
間
に
人
々
も
一
緒
に
押
し
流

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
当
時
の
人
口
は
約
12
万
。
う
ち
死
者
・

行
方
不
明
者
は
約
８
０
０
０
人
に
も
及

ん
だ
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
自
分
の
土

地
を
持
て
ず
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
働
き
、
川
岸
に
小

屋
を
建
て
て
暮
ら
し
て
い
た
貧
し
い

人
々
だ
っ
た
。

　「
そ
れ
ま
で
に
も
洪
水
は
あ
っ
た
の

で
、
み
ん
な
い
つ
も
の
こ
と
だ
と
油
断

し
て
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
水
は
引
く
と

思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
あ
の
時
は
違

っ
た
」。
当
時
を
そ
う
振
り
返
る
の
は
、

オ
ル
モ
ッ
ク
市
役
所
で
都
市
計
画
を
担

当
す
る
ラ
ウ
ル
・
カ
ム
さ
ん
。「
市
の

職
員
と
し
て
ま
ず
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
は
遺
体
の
回
収
。
街
中

に
た
だ
よ
っ
て
い
た
臭
い
が
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
」。　

　
二
度
と
こ
の
大
惨
事
を
繰
り
返
し
た

く
な
い
―
。
オ
ル
モ
ッ
ク
は
防
災
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
道
を
歩
み
始
め

た
。

　
し
か
し
洪
水
後
も
、
市
は
な
か
な
か

対
策
に
着
手
で
き
ず
に
い
た
。
一
番
の

原
因
は
財
政
難
だ
っ
た
。
日
々
、
洪
水

の
恐
怖
に
お
び
え
な
が
ら
生
活
す
る
住

民
た
ち
。「
雨
の
音
が
す
る
と
眠
れ
な

い
」
と
い
う
人
も
多
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
、

同
じ
災
害
多
発
国
と
し
て
、
70
年
代
か

ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
防
災
分
野
へ
の
支
援

を
続
け
て
き
た
日
本
。
オ
ル
モ
ッ
ク
の

大
洪
水
を
受
け
て
、
川
の
上
流
に
は
巨

石
や
流
木
を
せ
き
止
め
る
最
新
鋭
の
砂

防
ダ
ム
の
一
種
、
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
を
建

設
し
、
河
川
は
川
幅
を
広
げ
て
護
岸
を

整
備
し
た
り
と
、
洪
水
を
抑
え
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
進
め
た
の
だ
。

　
施
工
監
理
を
担
当
し
た
賀
来
衆
治
さ

ん
（
株
式
会
社
建
設
技
研
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
）
は
、
当
時
の
苦
労
を
こ
う

話
す
。「
川
幅
を
広
げ
る
た
め
に
は
土

地
が
必
要
で
す
が
、
人
が
住
ん
で
い
た

の
で
、
別
の
場
所
に
移
動
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ゆ
く

ゆ
く
は
彼
ら
自
身
の
安
全
に
も
つ
な
が

る
と
話
し
て
も
、
最
初
は
住
み
慣
れ
た

土
地
を
離
れ
る
こ
と
に
理
解
を
示
し
て

く
れ
な
か
っ
た
の
で
す
」。

　
そ
こ
で
賀
来
さ
ん
は
住
民
対
象
の
説

明
会
を
開
き
、
な
ぜ
川
幅
を
広
げ
る
必

要
が
あ
る
か
な
ど
、
洪
水
対
策
の
意
義

を
伝
え
続
け
た
。工
事
が
進
め
ば
街
を
、

あ
な
た
た
ち
の
財
産
を
、
そ
し
て
命
を

守
れ
る
の
だ
か
ら
―
。
そ
う
何
度
も
何

度
も
強
調
し
た
の
だ
。

　
そ
し
て
市
民
の
た
め
に
と
、
市
の
関

係
者
た
ち
も
動
い
た
。
川
か
ら
離
れ
た

新
し
い
土
地
を
確
保
し
、
川
沿
い
で
暮

ら
す
人
々
に
無
償
で
提
供
。
水
道
や
電

気
な
ど
も
整
備
し
て
生
活
環
境
を
整
え

た
。

　
賀
来
さ
ん
と
共
に
工
事
に
奮
闘
し
た

公
共
事
業
道
路
省
（
Ｄ
Ｐ
Ｗ
Ｈ
）
レ
イ

テ
土
木
事
務
所
の
ア
ー
ウ
ィ
ン
・
ア
ン

ト
ニ
オ
さ
ん
も
こ
う
話
す
。「
賀
来
さ

ん
た
ち
日
本
人
チ
ー
ム
は
決
し
て
あ
き

ら
め
ず
、
住
民
た
ち
と
真
摯
に
向
き
合

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
オ
ル
モ
ッ
ク
の
た

め
に
と
真
剣
な
彼
ら
の
姿
に
、
こ
の
地

出
身
の
私
た
ち
も
奮
い
立
た
さ
れ
た
の

で
す
」。

　「
こ
こ
が
ミ
ギ
タ
ス
ト
リ
ー
ト
だ
よ
」

　
川
沿
い
の
住
民
た
ち
の
新
た
な
住
ま

い
、
川
か
ら
６
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
ラ
オ

ウ
村
を
訪
れ
る
と
、
そ
う
紹
介
さ
れ
た
。

ミ
ギ
タ
。
日
本
語
の
よ
う
に
聞
こ
え
る

単
語
だ
。

　
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
そ
の
由
来
は
オ

ル
モ
ッ
ク
の
洪
水
対
策
に
尽
力
し
、
現

地
の
人
た
ち
か
ら
の
人
望

も
厚
か
っ
た
日
本
人
専
門

家
、
右
田
眞
さ
ん
（
建
設

技
研
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
）
の
名
前
。
志
半
ば
で

病
に
倒
れ
た
彼
の
功
績
を

た
た
え
て
市
が
命
名
し
、

記
念
碑
も
建
て
ら
れ
て
い

る
。

　
ラ
オ
ウ
村
に
は
小
学
校

も
教
会
も
建
て
ら
れ
、
今

で
は
約
５
０
０
０
人
が
暮

ら
し
て
い
る
。
91
年
の
洪

水
で
家
を
失
っ
た
と
い
う

小
学
校
教
員
の
女
性
に
話

を
聞
く
と
、「
川
の
そ
ば

よ
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
ま

す
。
緊
急
時
に
避
難
で
き

る
よ
う
、
小
学
校
が
２
階

建
て
で
心
強
い
」
と
話
し

て
く
れ
た
。

　
洪
水
を
防
ぐ
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
は
整

っ
た
。
次
の
課
題
は
、
そ
の
維
持
管
理

を
通
じ
て
、
洪
水
対
策
を
し
っ
か
り
と

続
け
る
こ
と
だ
。
そ
こ
で
関
係
者
が
話

し
合
っ
て
発
案
さ
れ
た
の
が
、
市
長
を

ト
ッ
プ
に
、
市
の
職
員
や
Ｄ
Ｐ
Ｗ
Ｈ
の

技
術
者
、村
長
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
〝
洪

水
対
策
委
員
会
〞
の
設
立
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
初
の
試
み
だ
。

　「
イ
ン
フ
ラ
建
設
は
Ｄ
Ｐ
Ｗ
Ｈ
の
管

轄
で
す
が
、
完
成
後
の
維
持
管
理
を
担

当
す
る
の
は
市
で
す
。
ど
こ
か
が
壊
れ

た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
建
設
さ
れ
た
か

を
知
ら
な
け
れ
ば
、
適
切
な
修
理
方
法

も
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
う
い
っ

た
情
報
を
共
有
し
合
え
る
横
断
的
な
組

織
が
必
要
だ
と
考
え
た
の
で
す
」
と
賀

来
さ
ん
は
話
す
。

　
ま
た
、
護
岸
が
整
備
さ
れ
て
も
、
そ

こ
に
ま
た
人
が
住
ん
で
し
ま
っ
た
ら
元

の
も
く
あ
み
。
そ
こ
で
、
村
長
が
日
ご

ろ
か
ら
監
視
し
、
不
法
侵
入
が
あ
れ
ば
、

市
や
Ｄ
Ｐ
Ｗ
Ｈ
に
情
報
を
提
供
。
厳
重

注
意
を
し
て
撤
去
を
命
じ
る
な
ど
、
護

岸
が
確
実
に
機
能
す
る
よ
う
連
携
し
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
川
の
清
掃
な
ど
に
住
民
も

巻
き
込
み
、
地
域
全
体
の
防
災
意
識
の

向
上
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
し
て
２
０
０
３
年
、
工
事
が
終
了

し
て
か
ら
２
年
後
―
。
ま
た
も
、
91
年

の
「
ウ
リ
ン
」
と
同
規
模
の
台
風
「
ギ

ラ
ス
」
が
オ
ル
モ
ッ
ク
を
直
撃
し
た
。

　
し
か
し
、あ
の
時
と
は
違
っ
た
。
木
々

や
土
砂
は
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
で
せ
き
止
め

ら
れ
、
護
岸
の
お
か
げ
で
街
の
浸
水
は

一
時
的
な
も
の
で
済
ん
だ
。
何
よ
り
誰

一
人
、
命
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
無

事
、
オ
ル
モ
ッ
ク
は
守
ら
れ
た
の
だ
。

　
そ
れ
が
実
現
し
た
の
は
、
自
分
た
ち

で
街
を
守
る
と
い
う
、
こ
の
土
地
の

人
々
の
地
道
な
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
。「
モ
ノ
が
あ
る
か
ら
安
全
だ
と
思

っ
て
は
い
け
な
い
。
維
持
管
理
を
徹
底

し
、
一
人
一
人
の
意
識
を
高
め
、
災
害

へ
の
備
え
が
大
切
だ
と
次
の
世
代
に
伝

え
て
い
き
た
い
」。
そ
う
話
す
カ
ム
さ

ん
の
言
葉
は
力
強
か
っ
た
。
た
だ
一
つ
、

人
々
を
守
り
た
い
と
い
う
思
い
が
、
彼

ら
を
動
か
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
。
万
全
に
備
え
る
た

め
に
は
、
国
全
体
の
防
災
力
を
高
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
、
災
害

後
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
予
防
も
含
ん

だ
総
合
的
な
災
害
対
策
を
進
め
る
べ

く
、
２
０
１
０
年
に
「
災
害
リ
ス
ク
軽

減
・
管
理
法
」
を
制
定
。
さ
ら
に
、
科

学
技
術
省
や
社
会
福
祉
省
、
内
務
自
治

省
な
ど
防
災
分
野
に
携
わ
る
44
の
省
庁

や
組
織
で
「
国
家
災
害
リ
ス
ク
軽
減
・

管
理
評
議
会
」
を
編
成
し
、
こ
れ
ま
で

な
か
っ
た
国
レ
ベ
ル
の
防
災
計
画
を
ま

と
め
た
。

　
そ
の
多
種
多
様
な
メ
ン
バ
ー
を
つ
な

ぐ
事
務
局
が
、
防
衛
省
の
下
に
あ
る
市

民
防
衛
局
（
Ｏ
Ｃ
Ｄ
）
だ
。
新
し
い
法

律
の
制
定
に
よ
り
、
災
害
の
〝
緊
急
対

応
〞
に
加
え
て
〝
予
防
〞
な
ど
、
よ
り

広
い
分
野
を
管
轄
す
る
こ
と
に
。
し
か

し
Ｏ
Ｃ
Ｄ
の
職
員
に
と
っ
て
は
経
験
の

少
な
い
分
野
で
、
十
分
な
知
識
が
な
い

の
が
課
題
だ
っ
た
。

　
マ
ニ
ラ
首
都
圏
ケ
ソ
ン
市
に
あ
る
Ｏ

Ｃ
Ｄ
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪
れ
る
と
、
日
本

人
専
門
家
の
一
人
、
児
玉
美
樹
さ
ん

（
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
）
が
迎
え
て

く
れ
た
。
彼
女
が
担
当
し
て
い
る
の
が

ま
さ
に
、Ｏ
Ｃ
Ｄ
の
人
づ
く
り
だ
。

　「
こ
れ
ま
で
Ｏ
Ｃ
Ｄ
を
は
じ
め
評
議

会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
戦
略
的
に
人
材
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

国
全
体
の
状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

人
が
今
す
ぐ
必
要
な
の
で
す
」
と
児
玉

さ
ん
。
そ
こ
で
、
国
の
災
害
対
策
を
担

う
人
材
の
研
修
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

に
。
児
玉
さ
ん
と
Ｏ
Ｃ
Ｄ
の
職
員
が
共

に
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
そ
の
計

画
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
防
災
に
関
す
る

法
律
、
各
省
庁
が
果
た
す
役
割
な
ど
を

伝
え
る
こ
と
で
、
防
災
の
全
体
像
を
と

ら
え
て
対
策
を
考
え
ら
れ
る
人
材
を
育

て
て
い
く
。

　
Ｏ
Ｃ
Ｄ
市
民
防
衛
執
行
官
の
オ
ノ
ラ

ト
・
デ
ロ
ス
レ
イ
ェ
ス
さ
ん
は
「
６
月

に
日
本
で
研
修
に
参
加
し
、
災
害
時
に

地
方
自
治
体
同
士
が
連
携
す
る
仕
組
み

な
ど
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
取
り
入
れ
た
い

ア
イ
デ
ア
を
持
ち
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｏ
Ｃ
Ｄ
は
役
割
が
拡
大
し
、
ま
さ
に
今

が
変
革
期
で
す
。
こ
の
勢
い
に
乗
っ
て
、

国
全
体
の
防
災
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
た
い
」
と
、
展
望
を
話
し
て
く
れ

た
。

　
イ
ン
フ
ラ
を
つ
く
り
、
ヒ
ト
を
育
て

る
―
。
そ
れ
を
両
輪
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

は
災
害
に
強
い
国
を
目
指
し
て
取
り
組

み
を
続
け
て
い
く
。

特集 防災
悲しみを繰り返さない オルモックのアニラオ川。日本の支援

で護岸が整備され、市の予算でフェン
スや街灯なども設置された

「フィリピンには、防災の知識を持った人を育てる
仕組みが必要。その最初の“土台”を、この国の
人 と々試行錯誤しながらつくり上げていけるのが
やりがい」と児玉専門家（右から2人目）

1991年、オルモックを襲った台風「ウリン」により引き起こされた
大洪水。建物の1階は水に浸かっている

アニラオ川の上流に建設されたフィリピン初
のスリットダム。毎月、せき止められた流木など
を取り除くなどの維持管理が続けられている

2011年にミンダナオ島を直撃した
熱帯暴風雨「センドン」による被
害。想定外の地域での災害対応
にはまだ課題が残る

ミギタストリート沿いに暮らす夫婦。「野菜を売って暮らしています。街には少し遠くなったけれど、
洪水の心配がなくなって安心して暮らせるようになった」。左は彼らに話を聞くオルモック市役所
のカムさん

特集 防災
悲しみを繰り返さない

マニラ首都圏の一つ、マカティを流れるパッシグ川。
たびたび洪水が発生していたが、日本の護岸整備
により浸水被害は減った

マニラ

アニラオ川沿いに設置されたフィリピン初の
倉庫兼展望台。河川の維持管理に使う機
材を保管している

6月にOCDの職員が研修で日本を訪問。国土交通省の東北地方整備局では、東日本大震災
発生後に広域の被害をどう把握して対策を立てたかについて講義を受けた

オルモック

災
害
の
リ
ス
ク
を
上
げ
る

貧
し
さ

自
分
た
ち
で
守
り
伝
え
る

防
災
の
大
切
さ

国
が
一
つ
と
な
り

災
害
に
立
ち
向
か
う
た
め
に

苦
労
し
な
が
ら

進
め
た
洪
水
対
策

大
洪
水
で

人
も
家
も
家
畜
も
消
え
た

1年を通じて、さまざまな災害に見舞われているフィリピン。
そこには、自分の地域を守ろうと立ち上がる住民たちの姿があった。

国を挙げて“防災力”の向上に取り組む現場を取材した。

人を守るのは人の力

フィリピン
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　「
机
の
下
に
隠
れ
て
く
だ
さ
い
！
」

　
小
学
生
の
時
、
担
任
の
先
生
か
ら
そ

う
言
わ
れ
て
、
机
の
下
に
も
ぐ
っ
た
経

験
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
隣
の
席
の
子
と

顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
、
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
次
の
指
示
を
待
つ
。

　「
速
や
か
に
廊
下
に
並
ん
で
、
校
庭

に
出
て
く
だ
さ
い
」

　
非
常
階
段
が
使
え
る
の
は
、
年
数
回

の
こ
の
特
別
な
日
だ
け
。
そ
う
、
日
本

人
な
ら
、
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
が
あ

る
避
難
訓
練
だ
。

　
地
震
が
起
き
た
ら
、
ま
ず
は
机
の
下

に
隠
れ
る
―
。学
校
で
学
ん
だ
こ
と
は
、

大
人
に
な
っ
て
も
、
自
然
と
身
に
付
い

て
い
る
か
ら
不
思
議
だ
。

　
し
か
し
、
こ
の
知
識
が
〝
も
し
も
〞

の
時
に
生
死
を
分
け
る
。
学
校
で
の
防

災
教
育
は
、
子
ど
も
た
ち
を
、
コ
ミ
ュ

地
震
が
起
こ
っ
た
ら
・・・

ま
ず
ど
う
す
る
！？

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
…
。
ト
ル
コ
は
日
本

人
に
と
っ
て
な
じ
み
深
い
国
の
一
つ
。

そ
し
て
、あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

日
本
と
あ
る
共
通
点
を
持
つ
。
そ
れ
は 

〝
地
震
国
〞
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
３
つ
の
巨
大
プ
レ
ー
ト
に
挟
ま
れ
て

い
る
ト
ル
コ
は
地
震
活
動
が
活
発
。
約

２
万
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
１
９
９
９

年
の
ト
ル
コ
北
西
部
地
震
、
日
本
人
も

犠
牲
と
な
っ
た
２
０
１
１
年
の
ト
ル
コ

東
部
地
震
な
ど
、
こ
の
10
数
年
だ
け
見

て
も
、
大
規
模
な
地
震
が
頻
発
し
て
い

る
。

　
自
然
の
力
は
容
赦
な
い
。
一
瞬
に
し

て
、
私
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
も
の

を
奪
っ
て
し
ま
う
。
ト
ル
コ
政
府
は
国

を
、
人
々
を
守
る
た
め
、
地
震
に
強
い

国
づ
く
り
を
目
指
し
、
建
築
物
の
耐
震

構
造
の
強
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
し
か
し
、ま
だ
何
か
が
足
り
な
い
…
。

特集 防災
悲しみを繰り返さない

そ
う
、
地
震
が
起
こ
っ
た
時
、
ど
の
よ

う
な
行
動
を
と
れ
ば
い
い
か
が
分
か
ら

な
い
。
そ
の
知
識
の
な
さ
が
、
被
害
の

拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
だ
。

　
い
ざ
と
い
う
時
に
、
自
分
の
身
を
守

る
こ
と
の
で
き
る
知
識
を
広
め
た
い
―
。

そ
こ
で
た
ど
り
着
い
た
の
が
〝
学
校
〞

で
の
防
災
教
育
だ
っ
た
。「
日
本
で
は

避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
学
校
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠

点
。
地
域
に
防
災
を
広
め
る
カ
ギ
と
も

い
え
ま
す
」。
そ
う
話
す
の
は
、Ｏ
Ｙ
Ｏ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
防
災

部
の
シ
ョ
ウ
智
子
さ
ん
。
避
難
訓
練
も

学
校
で
の
防
災
教
育
の
一
環
で
、
日
本

が
最
も
力
を
入
れ
て
き
た
分
野
の
一

つ
。
世
界
で
も
そ
の
質
は
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
だ
。「
防
災
教
育
の
普
及
の
た
め
に

力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」。
日
本
の
評
判

を
耳
に
し
て
、
そ
う
ト
ル
コ
政
府
か
ら

依
頼
が
あ
っ
た
の
だ
。

　
ト
ル
コ
で
も
、
こ
れ
ま
で
防
災
教
育

が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
99
年
の

地
震
を
き
っ
か
け
に
防
災
教
育
が
大
幅

に
見
直
さ
れ
、
05
年
に
は
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
も
具
体
化
さ
れ
た
。
さ
ら
に
今
、
必

要
な
の
は
公
教
育
で
の
普
及
と
定
着
。

そ
こ
で
、
国
内
で
地
震
の
リ
ス
ク
が
一

番
高
い
と
さ
れ
る
北
西
部
の
マ
ル
マ
ラ

地
域
を
拠
点
に
、
指
導
案
や
学
校
防
災

計
画
な
ど
の
作
成
、
教
員
研
修
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
大
切
な
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
〝
楽

し
く
〞学
べ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、

教
員
も
〝
楽
し
く
〞
教
え
ら
れ
る
内
容

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
ョ
ウ
さ
ん

ら
は
、
現
地
の
教
育
委
員
会
の
職
員
、

大
学
教
授
な
ど
の
有
識
者
、
教
員
と
一

つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
休
日
を
返
上

し
、
指
導
案
の
内
容
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
た
。
国
語
で
は
作
文
を
、
算
数
で

は
計
算
を
、
理
科
で
は
実
験
を
、
音
楽

で
は
歌
を
通
じ
て
、
防
災
を
学
ぶ
た
め

の
授
業
の
実
践
例
を
つ
く
り
上
げ
て
い

っ
た
。

　
さ
ら
に
、
防
災
教
育
の
最
前
線
、
日

本
の
教
育
現
場
を
見
て
も
ら
お
う
と
、

今
年
１
月
に
は
ト
ル
コ
か
ら
数
人
の
教

員
が
来
日
。
目
的
地
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
を
経
験
し
た
神
戸
市
。
兵
庫
県

教
育
委
員
会
震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム

（
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
）
を
中
心
に
、
防
災
教

育
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治

ニ
テ
ィ
ー
を
守
る
大
き
な
力
を
持
っ
て

い
る
の
だ
。　

　
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
数
多
く
の

地
震
被
害
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
日
本

は
、
防
災
教
育
を
通
じ
て
、
い
ざ
と
い

う
時
の
備
え
を
強
化
し
て
き
た
。
そ
し

て
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
今
、
海
を
超
え
て

世
界
へ
と
渡
っ
て
い
る
。そ
の
一
つ
が
、

ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
懸
け
橋
と
し

て
知
ら
れ
る
ト
ル
コ
だ
。

　
ブ
ル
ー
モ
ス
ク
、
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
守
る

拠
点
は
学
校

体
だ
。

　
神
戸
市
の
実
践
例
の
一
つ
と
し
て
、

ト
ル
コ
の
教
員
た
ち
の
目
を
引
い
た
の

が
「
イ
ザ
！
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
！
」※
。

05
年
に
神
戸
で
生
ま
れ
、
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な

が
ら
し
っ
か
り
学
べ
る
防
災
訓
練
だ
。

「
興
味
を
持
っ
て
学
べ
て
、
実
践
力
を

つ
け
ら
れ
て
い
い
！
」
と
共
感
。
帰
国

後
す
ぐ
に
、
ト
ル
コ
風
に
〝
ク
マ
キ
ャ

ラ
バ
ン
〞
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
試
験
的
に

導
入
し
た
。「
こ
れ
か
ら
も
、
県
、
市
、

大
学
の
防
災
関
係
者
、
日
本
の
専
門
家

と
連
携
し
、
防
災
教
育
の
質
を
高
め
て

い
き
た
い
」
と
、
現
地
の
教
員
ら
は
意

気
込
む
。

　
そ
し
て
こ
の
夏
、
日
本
と
ト
ル
コ
の

努
力
の
結
晶
で
あ
る
指
導
案
が
つ
い
に

完
成
。
今
後
は
作
成
に
か
か
わ
っ
た
メ

ン
バ
ー
が
〝
先
生
〞
と
な
り
、
各
地
で

教
員
研
修
が
実
施
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
こ
れ
ま
で
は
す
べ
て
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

で
決
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
現
場
の
声
が

全
体
の
計
画
に
反
映
さ
れ
る
機
会
が
少

な
か
っ
た
ト
ル
コ
。「
現
場
に
い
る
教

員
を
指
導
案
の
作
成
に
巻
き
込
ん
だ
こ

と
で
、
本
当
に
生
徒
の
た
め
に
必
要
な

授
業
が
実
現
し
つ
つ
あ
る
。
子
ど
も
た

ち
の
未
来
を
守
る
た
め
に
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
た
い
。
彼
ら
は
、
常
に
そ
う
思
っ

て
い
ま
す
」
と
シ
ョ
ウ
さ
ん
は
話
す
。

　
学
校
を
拠
点
に
、地
震
に
強
い
国
を
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
つ
く
っ
て
い
く
―
。

ト
ル
コ
の
教
員
た
ち
の
思
い
が
形
と
な

っ
た
今
、彼
ら
は
前
へ
と
進
む
の
み
だ
。

子どもたちと共に
安全な国をつくる

神戸でNPO法人プラス・アーツから学んだ「イザ！カ
エルキャラバン！」（左）を、トルコでは子どもたちの大
好きな“クマ”を使った「クマキャラバン」にアレンジ

地元の消防署の協力も得ながら、
避難訓練に消火活動を取り入れる
などの工夫もしている

兵庫県の防災教育推進員が
トルコで防災教育の模擬授業
を実施

トルコ

from TURKEY

指導案の一例。理科の授業では実験を通じて、洪水による浸
食を防ぐ方法を学ぶ。身近なテーマと関連付けながら、防災
の知識をしっかり身に付ける

日本と同様に地震が多い国として知られるトルコ。
地震に強い国づくりのために必要なことは何か―。

トルコが力を入れるのは、未来を担う子どもたちへの防災教育だ。

※神戸市のNPO法人プラス・アーツと美術家・藤浩志氏が共同で開発した防災訓練プログラム。おもちゃの物々交換プロ
グラム「かえっこバザール」のシステムをベースに、ゲーム感覚で「消火」「救出」「救護」などが学べる構成になっている。

アンカラマルマラ地域　
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災
害
か
ら
の
教
訓
を

積
み
重
ね
た
日
本
の
技
術

げ
る
の
が
耐
震
で
、
地
震
の
衝
撃
を
吸

収
し
て
建
物
に
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
す

る
の
が
免
震
。
建
物
を
支
え
る
柱
に
、

金
属
板
と
ゴ
ム
を
重
ね
合
わ
せ
た
免

震
装
置
を
取
り
付
け
る
の
で
す
が
、
日

本
に
は
そ
の
高
い
技
術
が
あ
り
ま
す
」。

そ
う
話
す
の
は
、
日
本
の
大
手
建
設
会

社
の
一
つ
、
大
成
建
設
株
式
会
社
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
ケ
ア
推
進
部
耐
震
推
進
室

の
杉
崎
良
一
さ
ん
。
こ
の
日
の
講
義
の

講
師
だ
。

　「
建
物
を
支
え
る
す
べ
て
の
柱
の
一

部
分
を
切
断
し
、
そ
の
間
に
免
震
装
置

特集 防災
悲しみを繰り返さない

を
埋
め
込
む
イ
メ
ー
ジ
で
す
」。
そ
の

説
明
を
聞
き
、「
柱
を
切
断
し
て
も
、

建
物
を
支
え
ら
れ
る
ん
で
す
か
？
」「
安

全
性
に
問
題
は
な
い
ん
で
す
か
？
」と
、

研
修
員
か
ら
次
々
と
質
問
が
飛
ぶ
。

　
地
震
大
国
の
日
本
は
、
過
去
の
教
訓

を
生
か
し
、
建
築
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な

防
災
技
術
を
生
み
出
し
て
き
た
。
１
９

７
８
年
の
宮
城
県
沖
地
震
を
契
機
に
建

築
基
準
が
見
直
さ
れ
、
81
年
に
は
「
建

築
基
準
法
」
を
改
正
。
大
地
震
か
ら
人

命
を
守
る
た
め
、
よ
り
厳
し
い
耐
震
基

準
が
設
定
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
95
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
約
６
０
０
０
人
も
の
犠
牲
者
が

出
た
。
そ
し
て
、
死
因
の
９
割
は
建
物

の
倒
壊
に
よ
る
圧
死
。
古
い
耐
震
基
準

で
建
て
ら
れ
た
建
物
に
被
害
が
集
中
し

て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
年
に
は
新
た
に

「
耐
震
改
修
促
進
法
」
を
制
定
し
、
81

年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
建
物
に
つ
い

て
、
全
国
で
耐
震
化
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

　
し
か
し
、
日
本
と
同
様
に
地
震
が
多

く
起
き
て
い
る
開
発
途
上
国
に
と
っ

て
、
建
築
を
防
災
に
つ
な
げ
る
の
は
ま

だ
こ
れ
か
ら
。
そ
こ
で
今
回
、
研
修
員

た
ち
は
世
界
に
誇
る
日
本
の
建
築
防
災

を
学
び
に
き
た
の
だ
。

　
そ
の
中
に
は
、
２
０
１
０
年
１
月
に

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
の
ハ
イ
チ
地
震
を

経
験
し
た
研
修
員
も
い
る
。
ハ
イ
チ
鉱

山
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
サ
ン
テ
ロ
ワ
・

モ
イ
ズ
さ
ん
だ
。「
ハ
イ
チ
で
は
こ
こ

２
０
０
年
、
大
規
模
な
地
震
は
起
き
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
々
は
防
災
の
知

識
が
な
く
、
屋
外
へ
避
難
せ
ず
に
建
物

の
下
敷
き
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
の
で

す
。
今
後
に
備
え
、
建
築
防
災
の
知
識

を
持
ち
帰
り
た
い
」と
意
欲
を
見
せ
た
。

　
講
義
の
後
、
一
行
は
東
京
都
荒
川
区

役
所
へ
。
68
年
に
建
て
ら
れ
た
荒
川
区

役
所
は
、
国
の
耐
震
診
断
に
よ
り
補
強

が
必
要
と
判
断
さ
れ
、
２
０
１
０
年
か

ら
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
取

り
入
れ
ら
れ
た
の
が
免
震
技
術
。近
年
、

既
存
の
建
物
に
免
震
装
置
を
取
り
付
け

る
技
術
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

　
地
下
一
階
の
駐
車
場
に
行
く
と
、
免

震
装
置
が
取
り
付
け
ら
れ
た
柱
を
実
際

に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
免

震
装
置
77
台
が
７
階
建
て
の
区
役
所
を

支
え
て
い
る
。

　「
驚
く
べ
き
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し

ょ
う
」。
こ
の
工
事
を
担
当
し
た
杉
崎

さ
ん
の
言
葉
に
、
研
修
員
の
間
に
緊
張

　
　
　
　
　
　
　

　「
え
え
っ
、
柱
を
切
断
す
る
ん
で
す

か 

　
」

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京
の
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

に
、驚
き
の
声
が
響
き
渡
っ
た
。
タ
イ
、

イ
ン
ド
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
、
ハ
イ
チ
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
な
ど
、
12
カ
国
か
ら
集
ま
っ
た
研
修

員
が
目
を
丸
く
し
て
い
る
。
彼
ら
が
学

ん
で
い
る
の
は
〝
免
震
〞
技
術
だ
。

　「
建
物
が
倒
れ
な
い
よ
う
強
度
を
上

現
場
を
訪
れ
て

そ
の
目
で
学
ぶ

が
走
る
。「
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し

た
時
は
、
ま
さ
に
工
事
の
真
っ
最
中
。

77
本
の
柱
の
う
ち
８
本
は
切
断
さ
れ
、

数
枚
の
鉄
の
プ
レ
ー
ト
だ
け
で
建
物
を

支
え
て
い
ま
し
た
。
私
も
心
配
で
す
ぐ

駆
け
つ
け
ま
し
た
が
、
工
事
中
の
地
震

も
想
定
し
て
い
た
た
め
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
」。

　
杉
崎
さ
ん
か
ら
そ
う
聞
き
、
思
わ
ず

悲
鳴
を
上
げ
た
研
修
員
も
。
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
住
宅
・
都
市
開
発
省
の
ナ
イ
リ
・

ム
ニ
ー
ル
さ
ん
は
、「
信
じ
ら
れ
な
い
！

日
本
の
技
術
は
本
当
に
す
ご
い
」
と
驚

き
を
隠
せ
な
い
様
子
だ
っ
た
。

　
５
週
間
の
研
修
で
は
、
日
本
全
国
の

さ
ま
ざ
ま
な
防
災
関
連
の
施
設
を
視

察
。
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る
独
立
行

政
法
人
建
築
研
究
所
国
際
地
震
工
学
セ

ン
タ
ー
で
は
、
地
震
と
津
波
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
や
耐
震
診
断
技
術
、
防
火
基
準
に

つ
い
て
、
兵
庫
県
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー

で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
地
震
を
教
訓
に

し
た
防
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
な

ど
、
日
本
の
建
築
防
災
技
術
の
最
前
線

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
タ
イ
内
務
省
の
シ
ン
ハ
ラ
・
ナ
ク
リ

ン
ト
ラ
さ
ん
は
、「
被
害
を
事
前
に
防

ぐ
た
め
、
研
修
で
学
ん
だ
知
識
を
参
考

に
耐
震
基
準
な
ど
を
整
備
し
て
い
き
た

い
」と
将
来
の
展
望
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に

備
え
、
建
築
技
術
を
通
じ
て
人
々
の
命

を
守
り
た
い
―
。
そ
の
思
い
を
胸
に
、

日
本
で
学
ん
だ
研
修
員
た
ち
が
力
強
い

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

2006年のインドネシアのジャワ島中部地震で被害を受けた建物。多くの途上国では、地震に強い
建築方法はまだ普及していない

免震補強工事が行われた荒川区役所を視察。「地震
の時に室内に衝撃を伝えない構造です」と説明する杉
崎さん（左手前）

人々の命を守る建築技術
地震、津波、火災などの災害に強い建物こそ、

人の命を守ることができる―。
日本が持つ最先端の建築防災の技術を学びに、

12カ国から研修員がやって来た。

つくば市の建築研究所で、実験施設を視察し
ながら日本の防火基準を学ぶ

！？

兵庫県災害対策センターでは、阪神・淡
路大震災からの復興と東日本大震災の
被災地への支援について講義を受けた

荒川区役所の免震補強の工事中の様子。柱
の周りを仮設のプレートで支えながら柱を切断
し、免震装置を取り付けているところ
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災害時に大切なのは、
自分で自分の身を守るという意識。
日本の経験を防災力の強化に
生かしてもらいたい―。
日本の協力をきっかけに生まれた
防災グッズを紹介！

東日本大震災の経験から学ぶ

防災教育マンガ
ぐに子どもを抱いて、泣きながらひたすら走
りました。もう死ぬと思って。あんな津波か

ら生き延びられたなんて、今でも信じられません」
　東日本大震災発生から2カ月後、ビデオカメラの
前で生々しい体験談を語るのは、岩手県陸前高田
市在住のフィリピン人女性だ。
　これは、独立行政法人防災科学技術研究所とフ
ィリピン火山地震研究所が行ったインタビュー。日
本からの学びを、フィリピンの人々の防災意識の向
上につなげたいと、東北3県に住む約50人のフィリ
ピン人に聞いたストーリーをマンガで表現。読みや
すく気軽に手に取ってもらえると好評で、フィリピン
国内で防災教育の教材として使われている。

コミュニティー防災の取り組みを普及

BOKOMIハンドブック＆DVD

なたがもし、外国で災害に遭ったら―。その国の言葉が
分からなければ、何の情報も得られず、路頭に迷ってしま

うだろう。
　災害時にはみんなに平等に情報が届けられるよう、ラジオ局な
ど情報を発信する側の準備が大切。そこで世界コミュニティラジ
オ放送連盟日本評議会とJICA関西／国際防災研修センター
（DRLC）が災害音声の入ったCDを作成。「ただいま震度6の地
震が起きました」「車を運転中の人はすぐに止めて避難しましょう」
など、災害の種類や場面ごとのアナウンスを9言語で収録した。
　東日本大震災時には、各地に設置された臨時のラジオ局で、こ
のCDを使って外国人のために災害情報が流されるなど、活用の
場が広まっている。

戸市独自の自主防災組織「防災福祉コミュニティ」、通称
“防コミ”。防災訓練や地域福祉活動などと併行して、災害

時に住民が力を合わせて身を守れるよう、コミュニティーレベルで
の消火、救出や避難訓練などを行う組織だ。災害時に行政の支援
を待っているだけでは、迅速な対応がとれない。だからこそ、コミュ
ニティーでの助け合いが大切だ。
　この防コミの取り組みを開発途上国に伝え、広めてもらいたい―。
そこで神戸市とJICA関西／国際防災研修センター（DRLC）が協
働で作ったのが、防コミのイロハが学べる英語のハンドブックとD
VD。放水ホースがないなら協力してバケツリレーを、担架がないな
ら毛布を使ってけが人を運ぶなど、住民の力とその場にあるモノを
活用して非常時を乗り切る工夫が詰まっている。 各国の言葉で災害情報を発信

９カ国語の災害音声集

身近にあるもので手作りできる

雨量計・水位計
発途上国では、気象観測や予報の技術が進んでい
ない上、各家庭にテレビやラジオがあるわけではな

いため、なかなか情報が行き届かない。
　コミュニティーが独自に大雨を観測し、避難を促すことが
できれば、洪水や土砂災害から多くの命を守れるはず―。そ
こで、長年、防災分野の国際協力に携わってきた元JICA国
際協力専門員の大井英臣さんが中心となって開発したの
が、この手作り雨量計と水位計。雨量計は屋外に設置して
降った雨の量を、水位計は川に設置して水位を観測し、危
険数値に達したら“ビー！”と警報を発する優れものだ。
　材料はプラスチックのボトルや弁当箱など、途上国でも
簡単に入手できるものばかり。住民が自分で作って維持管
理できるのもポイントだ。

楽しく知識を身に付ける

ぼうさいダック スペイン語版
本で子ども向けの防災教育に使われているカードゲーム「ぼうさいダック」。
一般社団法人日本損害保険協会が制作し、災害時にとるべき行動を遊びを

通じて学べるものだ。
　このアイデアを使って、エルサルバドルの青年海外協力隊員がスペイン語版を作
成。例えば“地震”のカードの裏面には、頭を守るアヒルのポーズ。地震が起きたら机
の下などに逃げ込み、落ちてくるものから身を守る大切さを教える。災害の絵を見せ、
子どもたちが対応するポーズをとることで、次第に知識が身に付いていく。
　これまで防災教材がほとんどなかったエルサルバドル。「文字が読めなくても分か
りやすく、誰でも楽しめる」と評判を呼び、他の中米諸国へも広がっている。

特集 防災
悲しみを繰り返さない

開

「す

日

あ

神 ニッポン発！

お役立ち防災グッズ
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日
本
の
技
術
力
を
応
用
し
て
、フ
ィ
リ

ピ
ン
が
災
害
に
強
い
国
へ
と
変
わ
れ
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
―
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

フ
ィ
リ
ピ
ン
事
務
所
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
、

キ
ャ
サ
リ
ン
・
パ
ラ
ン
カ
さ
ん
は
、防

災
分
野
の
取
り
組
み
を
効
果
的
に
進

め
る
べ
く
、日
々
奮
闘
し
て
い
る
。

　

１
９
９
１
年
、
ル
ソ
ン
島
西
部
の
ピ
ナ
ツ
ボ
火

山
が
大
噴
火
し
ま
し
た
。
私
は
こ
の
火
山
が
あ
る

パ
ン
パ
ン
ガ
州
出
身
で
す
。
噴
火
当
時
は
首
都
マ

ニ
ラ
に
移
り
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
約
80
キ
ロ
も

離
れ
て
い
る
の
に
、
大
量
の
火
山
灰
が
降
り
積
も

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
最
初
は
な
か
な
か
情

報
が
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
家
で
待
機
す
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
思
う
と
、
私
も
含
め
、
当
時
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

に〝
防
災
〞は
ほ
と
ん
ど
浸
透
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
何
を
す
べ
き
か
、
ど
こ

に
避
難
す
べ
き
か
、
事
前
に
何
を
準
備
し
て
お
く

べ
き
か
―
。
そ
う
し
た
身
を
守
る
術
を
学
ぶ
機
会

が
な
く
、
み
ん
な
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
噴
火
の
後
は
学
校
で
防
災
に
つ
い
て

学
ん
だ
記
憶
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
教
訓
は
、
次
第

に
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

大
学
で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
び
、
海
外
に

か
か
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
ア
ジ
ア
開
発
銀
行

（
A
D
B
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
事
務
所
に
就
職
。
２
０

０
３
年
に
は
国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
フ
ィ

リ
ピ
ン
事
務
所
に
転
職
し
、
秘
書
と
し
て
日
本
人

職
員
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
08
年

の
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
統
合
に
よ
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
フ
ィ
リ
ピ
ン
事
務
所
に
移
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業

を
運
営
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
と
し
て
働

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ネ

グ
ロ
ス
島
の
バ
ゴ
川
流
域
に
広
が
る
農
地
に
か
ん

が
い
施
設
を
整
備
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
現
場
を

訪
れ
る
と
、
私
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
だ
と
知

っ
た
農
家
の
人
が
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。「
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
お
か
げ
で
、
安
心
し
て
農
業
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
。
あ
り
が
と
う
」。
フ
ィ
リ
ピ

ン
政
府
の
人
か
ら
そ
う
言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
が
、
実
際
に
か
ん
が
い
施
設
を
使
う
人
々
の

〝
生
〞の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
ま
し

た
。
自
分
が
関
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
誰
か
の

役
に
立
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
た
瞬
間
で
し
た
。

　

今
は
、
防
災
分
野
の
事
業
の
担
当
に
な
り
、
そ

の
中
に
、
私
の
地
元
で
あ
る
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
周
辺

の
川
の
護
岸
整
備
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、

ま
だ
災
害
は
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
噴
火
時
の
火

砕
流
が
山
に
堆
積
し
、
台
風
な
ど
に
よ
り
雨
で
川

に
流
さ
れ
、
周
辺
地
域
ま
で
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
食
い
止
め
る
た
め
、
護
岸
の
補
強
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

大
変
な
の
は
、
な
か
な
か
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り

に
進
ま
な
い
こ
と
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は〝
政
治
の
国
〞
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災
害
に
強
い
国
づ
く
り
を
通
し
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
々
を
守
り
た
い

日本の支援でオルモックに建設された砂防ダムを訪れ、市の職員と現状を確認するパランカ
さん（右端）

ピナツボ火山周辺の川での護岸工事を視察

From Philippines

歴
史
に
残
る

大
災
害
を
経
験

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を

人
々
に
届
け
る

モ
ノ
と
ヒ
ト
が
そ
ろ
っ
て

高
ま
る
防
災
の
力

と
い
わ
れ
ま
す
。
大

統
領
に
決
定
権
が
あ

り
、
関
係
省
庁
だ
け

で
は
手
続
き
が
進
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

側
担
当
者
に
掛
け
合

い
、
な
ん
と
か
効
果

的
に
事
業
を
進
め
ら

れ
な
い
か
と
議
論
を

重
ね
て
い
ま
す
。
私

は
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
の
周
辺
地
域
で
使
わ
れ
て
い
る

方
言
の
パ
ン
パ
ン
ガ
語
を
話
せ
る
こ
と
も
あ
り
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
同
士
だ
か
ら
こ
そ
の〝
あ
う
ん
〞の

呼
吸
で
両
者
を
つ
な
ぎ
、
事
業
の
進
行
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
は
、
ハ
ー
ド
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
人
々

の
意
識
を
高
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
私
自
身
も
、

ま
ず
は
自
分
の
家
族
に
災
害
に
つ
い
て
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
の
防
災
教
育
ビ
デ
オ
を

見
せ
、「
こ
の
津
波
は
本
物
な
の
？
」
と
驚
く
彼
ら

に
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ
や
防
災
の
重
要
性
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　

日
本
の
防
災
技
術
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
が
一
人
で
も

少
な
く
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
事

業
を
通
じ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

大学卒業後、アジア開発銀
行（ADB）フィリピン事務所で
の勤務を経て、2003年に国
際協力銀行（JBIC）フィリピン
事務所、08年からJICAフィリ
ピン事務所で勤務。

JICAフィリピン事務所
プログラムオフィサー
（防災担当）

キャサリン・パランカ
Catherine Palanca
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毎
年
、
10
月
６
日
の「
国
際
協
力
の

日
」に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
る
日
本
最
大

級
の
国
際
協
力
イ
ベ
ン
ト「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ

ェ
ス
タ
」。
今
年
も
外
務
省
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

認
定
N
P
O
法
人
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン

タ
ー（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）の
共
催
で
、10
月
５

日（
土
）、６
日（
日
）の
２
日
間
、東
京
・

日
比
谷
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
見
つ
け
よ
う
！
世

界
と
つ
な
が
る
あ
な
た
の
ト
ビ
ラ
」。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
や
外
務
省
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、民
間
企
業
な

ど
、国
際
協
力
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ク
タ
ー
が
ブ
ー
ス
を
出
展
。そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。メ
イ
ン
ス
テ

ー
ジ
で
は
、佐
藤
隆
太
さ
ん
、さ
か
な
ク
ン

に
よ
る
開
発
途
上
国
レ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め

と
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、実
際
に〝
参
加
〞で
き

る
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
国
際
協

力
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
ヒ
ン
ト
が
必
ず

見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、日
本
と
途
上
国
の
つ
な
が
り
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、写
真
展「
世
界
で
輝
く
日
本
人
」を

開
催
し
ま
す
。国
際
協
力
に
携
わ
る
公
的

機
関
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、民
間
企
業
、個
人
か
ら
、

現
場
で
元
気
に
活
躍
す
る
日
本
人
の
写

真
を
幅
広
く
募
集
し
ま
す
。
応
募
作
品

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
１
０
０
枚
が
会
場
に

展
示
さ
れ
る
ほ
か
、来
場
者
に
写
真
の
感

想
を
書
い
て
も
ら
う
な
ど
の
特
別
企
画

を
予
定
し
て
い
ま
す
。こ
の
1
0
0
枚
の

写
真
は
、２
０
１
４
年
２
月
に
大
阪
で
開

催
さ
れ
る「
ワ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」な
ど
の
国
際
協
力
イ
ベ
ン
ト
で
も

展
示
さ
れ
ま
す
。あ
な
た
の
と
っ
て
お
き

の
一
枚
を
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
：
応
募
用
紙（
外
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
：w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/
gaiko/oda/shim

in/gfjapan/gf2
0
1
3
_photo.htm

l

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）と
写
真（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
か
ワ
ー
ド
フ
ァ
イ
ル
）

を
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
付
、も
し
く
は
郵
送

応
募
締
切
日
：
２
０
１
３
年
９
月
９
日

（
月
）正
午
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
郵
送
先
：
〒
１
０
０-

８

９
１
９
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２-

２-

１
外
務
省
国
際
協
力
局
政
策
課
広
報

班
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
写

真
展
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３-

５
５
０
１-
８
０
０
０

Ｅ
メ
ー
ル
：photo-nippon@

m
ofa.go.

jp

「グローバルフェスタJAPAN2013」で、国際協力の“今”をのぞいてみよう！

モルドバ向け初の円借款で医療改革をサポート

01

03　「グローバル教育コンクール2013」の作品を募集中！

昨年のメインステージでは、押切もえさんがブータ
ン訪問の報告を行った

JICAブースでは、今年も途上国の民芸品がもら
えるクイズを企画！

　

世
界
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
自

分
の
も
の
と
し
て
考
え
、そ
の
解
決
に
向
け
て

行
動
で
き
る
―
。現
代
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い

る
そ
ん
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、今
、グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
は
ぐ
く
む
教
育
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
コ
ン
ク
ー
ル
2
0
1
3
」

で
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
実
践
す
る
際
に
活

用
で
き
る
素
材
を
募
集
。「
写
真
」部
門
で
は
、

教
育
、保
健
医
療
、環
境
、水
資
源
、防
災
な

ど
の
課
題
、国
際
協
力
の
現
場
や
開
発
途
上

国
の
現
状
を
写
し
た
写
真
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
加

え
た
作
品
を
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
取
り
組
み
」

部
門
で
は
、教
育
現
場
で
の
実
践
例
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
学
校
で
の
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
、

生
徒
会
活
動
、個
人
で
の
活
動
を
紹
介
し
て
み

ま
せ
ん
か
。た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

応
募
締
切
日
：
２
０
１
３
年
10
月
31
日（
木
）

当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ
：
〒
１
５
１-

０
０
５
１
東
京
都

渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
４-

14-

４-

４
Ｆ　

株
式
会
社
メ
デ
ィ
ア
総
合
研
究
所
内「
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
３
」係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
１
２
０-

４
４
１-

１
７
２

Ｅ
メ
ー
ル
：global-oubo@

m
ri.m
ediaso

ken.jp

　

黒
海
の
北
に
位
置
す
る
旧
ソ
連
の
一
国
、モ

ル
ド
バ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
６
月
27
日
、同
国
へ
の
初

め
て
の
円
借
款
と
し
て
、医
療
分
野
を
支
援

す
る
貸
付
契
約
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

モ
ル
ド
バ
は
１
９
９
１
年
の
独
立
直
後
、経

済
・
財
政
状
況
の
悪
化
に
よ
り
、国
民
が
十
分

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
時
期
を
経

験
し
ま
し
た
。し
か
し
約
20
年
か
け
て
、国
民

皆
保
険
制
度
の
導
入
や
医
療
機
関
の
連
携
を

通
じ
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
向
上
さ
せ
、

〝
医
療
改
革
の
モ
デ
ル
〞と
呼
ば
れ
る
ま
で
に

成
長
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
か
つ
て
、医
療
分
野
の
改
革
の

た
め
、無
償
資
金
協
力
を
通
じ
て
日
本
製
の
医

療
機
材
を
供
与
。そ
の
耐
久
性
や
信
頼
性
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。今
回
の
円
借
款

で
は
、日
本
の
技
術
を
生
か
し
た「
本
邦
技
術

活
用
条
件（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）」を
適
用
。貸
付
資
金

は
、拠
点
病
院
や
公
衆
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
医
療

機
材
や
検
査
機
材
の
調
達
費
用
な
ど
に
充
て

ら
れ
、モ
ル
ド
バ
の
人
々
が
よ
り
質
の
高
い
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
は
ア
ン
ド
レ
イ
・
ウ
サ
ト
ゥ
イ

保
健
大
臣
を
は
じ
め
保
健
省
・
病
院
関
係
者

を
日
本
に
招
き
、医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
や
病
院

を
視
察
。
日
本
の
中
小
企
業
の
海
外
展
開
に

つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

調印式での市川雅一JICA理事（手前左）とウサ
トゥイ保健大臣



　
台
風
が
増
え
る
9
月
。
ど
こ
で
発
生
し
て
、

ど
う
日
本
に
近
付
い
て
く
る
か
…
。
そ
の
進

路
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
近
海

経
由
が
多
い
の
が
分
か
る
。
そ
う
、
日
本
と

同
様
、
台
風
の
被
害
が
多
い
国
の
一
つ
が
フ

ィ
リ
ピ
ン
だ
。

　
２
０
０
８
年
６
月
20
日
か
ら
２
日
間
に
わ

た
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
縦
断
し
た
大
型
の
台

風
「
フ
ラ
ン
ク
」。
中
部
の
イ
ロ
イ
ロ
市
は
、

台
風
の
直
撃
を
受
け
た
。
強
風
豪
雨
は
と
ど

ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
市
の
中
心
部
を
流

れ
る
イ
ロ
イ
ロ
川
、
ハ
ロ
川
は
、
見
る
見
る

う
ち
に
水
が
あ
ふ
れ
て
し
ま
っ
た
。
市
の
８

割
が
浸
水
し
、
水
位
は
２
・
５
メ
ー
ト
ル
に

ま
で
達
し
た
と
い
う
。

　
あ
の
恐
怖
を
二
度
と
味
わ
い
た
く
な
い
―
。

こ
れ
が
住
民
た
ち
の
切
な
る
願
い
だ
。

　
そ
こ
で
ま
ず
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
と
、
２

０
１
０
年
に
は
円
借
款
を
通
じ
て
、
イ
ロ
イ

ロ
川
と
ハ
ロ
川
で
堤
防
や
放
水
路
の
建
設
な

ど
を
進
め
る
改
修
工
事
が
完
了
。
台
風
で〝
大

惨
事
〞
に
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ

た
。

　
し
か
し
、
ま
だ
課
題
は
残
っ
て
い
た
。
そ

の
一
つ
が
、
イ
ロ
イ
ロ
市
の
排
水
シ
ス
テ
ム
。

雨
が
降
る
た
び
に
市
内
の
水
路
が
あ
ふ
れ
、

町
が
水
浸
し
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
さ
ら
に
、

住
民
た
ち
の
防
災
意
識
が
定
着
し
な
い
こ
と

も
悩
み
の
種
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
動
き
出
し
た
の
が
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
都
市
間
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
シ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
）。
ア
ジ
ア
の
都
市
問
題
の
解
決
を
目
指

し
、
１
９
８
７
年
に
設
立
さ
れ
た
こ
の
組
織
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
20
以
上
の
国
か
ら
84
都
市

が
加
盟
し
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
研
究
機
関
な
ど
約
40
の

団
体
と
も
連
携
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
設
立
時
か
ら
、
会
長
都
市
と
し
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
き
た
の
が
横

浜
市
だ
。
都
市
間
で
情
報
や
技
術
を
交
換
す

る
拠
点
と
し
て
、「
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
横
浜
オ
フ

ィ
ス
」
も
設
置
さ
れ
た
。
事
業
課
長
を
務
め

る
平
田
ケ
ン
ド
ラ
さ
ん
は
、「
ア
ジ
ア
の
都
市

が
直
面
し
て
い
る
課
題
は
、
似
た
も
の
も
多

い
。
お
互
い
に
そ
の
解
決
策
を
共
有
し
、
助

け
合
わ
な
け
れ
ば
、
ア
ジ
ア
の
さ
ら
な
る
発

展
は
あ
り
え
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

　
中
で
も
防
災
は
、
自
然
災
害
の
多
い
こ
の

地
域
が
直
面
す
る
課
題
の
一
つ
。
シ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
は
２
０
１
０
年
、
防
災
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
す
る
た
め
に
横
浜
市
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
。
そ
の
発
表
者
の
一
人
が
イ
ロ
イ
ロ
市
長

だ
っ
た
。「
住
民
た
ち
と
協
力
し
て
洪
水
対
策

に
取
り
組
み
、
川
と
共
に
生
き
て
い
く
生
活

を
目
指
し
た
い
」。こ
れ
を
聞
い
た
横
浜
市
が
、

「
市
民
参
加
で
防
災
を
進
め
て
き
た
市
の
経
験

が
役
立
つ
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
シ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
横
浜
オ
フ
ィ
ス
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
イ

ロ
イ
ロ
市
の
防
災
力
強
化
に
手
を
挙
げ
た
。

　
現
在
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
を

通
じ
て
支
援
し
て
い
る
の
は
、
台
風
「
フ
ラ

ン
ク
」
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
５
つ
の

村
。「
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
災
害
が

起
き
た
ら
、
自
分
が
ど
う
い
う
行
動
を
取
り
、

ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
い
い
か
を
知
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
が
生
死
の
分
か
れ
目
な
の
で
す
」

と
平
田
さ
ん
。
一
方
で
、イ
ロ
イ
ロ
市
の
人
々

は
、
台
風
が
来
て
、
大
洪
水
が
起
き
る
と
パ

ニ
ッ
ク
状
態
。
ど
う
避
難
し
、
ど
う
対
処
す

れ
ば
い
い
か
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
住
民
た
ち
に
、
ま
ず
は
防
災
の
基

礎
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

最
初
に
巻
き
込
ん
だ
の
が
、
住
民
へ
の
発
信

力
を
持
つ
村
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
。
彼
ら
を
横

浜
市
に
招
き
、
地
域
の
防
災
対
策
を
そ
の
目

で
見
て
も
ら
っ
た
。

　
実
は
、
１
９
５
０
年
代
ご
ろ
か
ら
鶴
見
川

の
氾
ら
ん
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
横
浜
市
。
貯

水
施
設
の
建
設
や
環
境
保
全
な
ど
、
住
民
と

共
に
、
地
域
を
挙
げ
て
、
洪
水
対
策
を
進
め

て
き
た
。
村
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
「
横
浜
で

は
街
が
と
て
も
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
ご
み
で
排
水
が
詰
ま
っ
て
洪

水
が
起
き
る
こ
と
も
な
い
ん
で
す
ね
」「
ゲ

ー
ム
な
ど
の
遊
び
を
通
じ
て
、
子
ど
も
に
防

災
の
知
識
を
伝
え
る
の
は
効
果
的
」
と
驚
い

た
様
子
だ
っ
た
。

　
日
本
の
研
修
で
の
学
び
を
生
か
し
、
村
の

防
災
計
画
を
立
て
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
。
彼
ら

が
特
に
重
視
し
た
の
が
、「
い
か
に
住
民
を

巻
き
込
む
か
」。
横
浜
で
は
、
住
民
一
人
一

人
に
防
災
の
意
識
が
根
付
い
て
い
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
災
害
へ
の
備
え
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
と
実
感
で
き
た
の
だ
。「
避
難
や
応
急

処
置
、
救
助
な
ど
の
方
法
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
、
ご
み
の
清
掃
を
住
民
と
進
め
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　
彼
ら
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
べ
く
、
シ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
横
浜
オ
フ
ィ
ス
は
現
地
で
も
研

修
を
実
施
。
横
浜
市
の
職
員
や
N
G
O
の
専

一
人
一
人
が
知
識
を
付
け
て

災
害
に
備
え
る

都
市
と
都
市
で

防
災
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有

門
家
か
ら
な
る
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、
今
後
想

定
さ
れ
る
洪
水
被
害
を
把
握
す
る
た
め
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や

防
災
無
線
を
導
入
し
た
災
害
情
報
の
発
信
な

ど
の
技
術
を
伝
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
対
象
の
５
つ
の
村
の
ほ
か
に
、
国

内
機
関
、
大
学
、
障
害
者
支
援
の
団
体
な
ど

と
連
携
し
、
よ
り
多
く
の
イ
ロ
イ
ロ
市
民
を

防
災
に
巻
き
込
も
う
と
計
画
を
進
め
て
い
る
。

現
地
に
派
遣
さ
れ
た
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
横
浜
オ

フ
ィ
ス
企
画
課
長
の
川
崎
剛
太
郎
さ
ん
は
、

「
村
の
人
々
に
は
防
災
に
対
す
る
熱
意
が
あ
り

ま
す
。
村
に
行
く
と
子
ど
も
た
ち
が
日
本
の

国
旗
を
持
っ
て
迎
え
て
く
れ
る
な
ど
、
日
本

の
ノ
ウ
ハ
ウ
へ
の
期
待
が
高
い
と
感
じ
ま
す
」

と
話
す
。

　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
―
。
こ
れ
が
防

災
の
基
本
だ
。　「
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
使
い
、
イ
ロ
イ
ロ
市
で
の
防
災
教

育
の
取
り
組
み
を
ア
ジ
ア
全
体
に
も
広
げ
て

い
き
た
い
」
と
展
望
を
語
る
平
田
さ
ん
。
住

民
主
導
に
よ
る
防
災
の
取
り
組
み
が
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
人
々
の
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く

に
違
い
な
い
。

イロイロ市の村でのワー
クショップで、毛布を使っ
て負傷者を運ぶ救助法
を学ぶ住民たち

シティネット横浜オフィス

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

都市から都市へ広がる防災の輪
洪水被害を克服し、川との共生を目指すフィリピン中部のイロイロ市。
アジア太平洋の都市課題の解決を担うシティネット横浜オフィスは、

横浜市と連携して住民参加の防災に取り組んでいる。

「炎の動きを体で表現してみよう！」。火事が起こった時の対応を体
操を通じて楽しく学ぶ

村の人たちが作ったハザードマップ。過去の被害や人の動きなど、必要な情報について話し合う

横浜市の鶴見川流域を視察する
研修員たち。川の環境に関心を持
つことが、知らず知らずのうちに、防
災につながる

フィリピン
マニラ

イロイロ市

円借款で堤防や放水路が整備されてから、
大きな洪水被害は起こっていない
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１
９
９
５
年
１
月
17
日
、
関
西
地
方
を
襲

っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
震
源
地
か
ら
ほ

ど
近
い
兵
庫
県
神
戸
市
は
、
約
４
５
０
０
人

の
死
者
を
出
し
、
特
に
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
。　

　
命
の
尊
さ
、
助
け
合
い
の
大
切
さ
、
自
分

の
身
の
守
り
方…

。
震
災
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
は
多
い
。
い
つ
か
ま
た
起
こ
り
得
る
災

害
に
備
え
、
そ
の
学
び
を
次
世
代
に
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば―

。
震
災
後
、
兵
庫
県
や
神

戸
市
で
は
、
教
育
委
員
会
や
学
校
、
市
民
団

体
な
ど
が
連
携
し
、
災
害
の
危
険
性
や
対
応
、

事
前
に
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
な
ど
を
伝
え

る
防
災
教
育
を
推
進
し
て
き
た
。

　
そ
の
活
動
を
支
え
て
き
た
一
人
が
、
神
戸

学
院
大
学
の
舩
木
伸
江
准
教
授
だ
。「
高
校
生

の
時
、
大
学
受
験
で
神
戸
に
来
た
の
で
す
が
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
直
後
で
し
た
。
荒
れ

果
て
た
街
の
光
景
に
、
本
当
に
こ
こ
で
人
が

生
活
し
て
い
た
の
か
、
実
感
が
持
て
ま
せ
ん

で
し
た
。
い
つ
か
神
戸
の
復
興
の
役
に
立
ち

た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
き
た
ん
で
す
」。
大
学

卒
業
後
は
、
防
災
教
育
の
拠
点
で
あ
る
「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー※

」
に
勤
務
。
震
災
の
記
録
を
残
す
た

め
被
災
者
の
話
を
聞
い
て
回
っ
た
。「
地
震
の

時
、
そ
し
て
そ
の
後
、
神
戸
で
何
が
起
こ
っ

た
の
か
。
そ
の
経
験
を
次
世
代
に
つ
な
い
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
」。
舩
木

さ
ん
は
再
び
学
問
の
世
界
に
戻
り
、
大
学
院

で
防
災
を
専
攻
。
現
在
は
防
災
教
育
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、
神
戸
学
院
大
学
で
学

生
へ
の
指
導
に
力
を
注
ぐ
。

　
２
０
０
９
年
、
舩
木
さ
ん
は
04
年
の
ス
マ

ト
ラ
沖
大
地
震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
の
復
興
状

況
を
調
査
す
る
た
め
、
約
３
万
人
以
上
が
犠

牲
に
な
っ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
を
訪
問
。
特
に
大

き
な
被
害
を
受
け
た
南
部
の
海
沿
い
の
小
学

校
を
見
て
回
っ
た
。「
津
波
か
ら
５
年
も
経
っ

て
い
る
の
に
、
元
気
が
な
く
、
あ
の
日
の
ま

ま
心
が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
子
も
い

ま
し
た
」。

　「
大
き
な
音
が
し
た
ら
怖
い
で
す
か
？
」
と

い
う
質
問
に
、
半
数
以
上
の
子
が
手
を
挙
げ

た
学
校
も
あ
っ
た
。
津
波
の
こ
と
を
思
い
出

し
て
し
ま
う
と
い
う
。
家
族
や
友
人
、
家
な

ど
を
失
い
、
心
に
大
き
な
傷
を
受
け
、
津
波

の
恐
怖
か
ら
立
ち
直
れ
な
い
子
も
い
る
。
舩

木
さ
ん
は
「
災
害
と
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、

地
震
や
津
波
が
な
ぜ
起
き
る
の
か
、
い
ざ
と

い
う
時
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
か
を
学
ぶ

こ
と
が
大
切
。
た
と
え
ま
た
起
こ
っ
て
も
大

丈
夫
だ
と
、
自
信
を
持
つ
こ
と
が
心
の
ケ
ア

に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
話
す
。

　
し
か
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
学
校
に
は
、
防

災
教
育
と
心
の
ケ
ア
の
重
要
性
が
浸
透
し
て

い
な
い
。
そ
こ
で
、
舩
木
さ
ん
は
じ
め
兵
庫

県
や
神
戸
市
の
専
門
家
た
ち
が
協
力
し
合
い
、

現
地
の
教
員
た
ち
に
防
災
教
育
と
心
の
ケ
ア

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
よ
う
と
、
２
０
１
１
年

か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
を
通

じ
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
ま
ず
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
南
部
の
小
中
学
校

の
教
員
を
対
象
に
防
災
教
育
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
実
施
。
初
め
て
の
教
員
で
も
効
果
的

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
具
体
的
な
活
動
項
目

と
手
順
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
実
践
し
て
も
ら
う

こ
と
に
し
た
。

　
最
初
の
活
動
項
目
は
、「
津
波
の
経
験
を
作

文
に
し
て
み
よ
う
！
」。
自
身
の
体
験
を
振
り

返
っ
た
り
、
身
近
で
被
災
し
た
人
か
ら
体
験

談
を
聞
い
た
り
し
て
ま
と
め
る
。
災
害
と
向

き
合
う
こ
と
、
そ
し
て
指
導
す
る
先
生
た
ち

が
子
ど
も
た
ち
の
経
験
を
理
解
す
る
こ
と
が

目
的
だ
。

　
次
に
考
え
る
の
は
「
も
し
津
波
が
来
る
１

日
前
に
戻
れ
た
ら
何
を
す
る
か
？
」。
ど
う
し

た
ら
被
害
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
考
え

る
こ
と
で
、
次
の
災
害
に
備
え
、
普
段
か
ら

何
を
し
て
お
く
べ
き
か
自
然
に
気
付
い
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
し
て
「
防
災
の
地
図
を
作
っ
て
み
よ

う
！
」。
自
分
た
ち
の
町
に
ど
こ
ま
で
津
波
が

来
た
の
か
聞
い
て
回
り
、
水
位
が
高
い
と
こ

ろ
か
ら
順
に
赤
、
黄
、
緑
の
色
を
付
け
て
地

域
で
使
え
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
る
。
こ

れ
で
ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
い
い
か
一
目
瞭
然

だ
。

　「
私
た
ち
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
提
供
し
て
い

る
の
は
、
活
動
項
目
と
そ
れ
に
関
す
る
基
礎

知
識
だ
け
で
す
。
あ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

や
学
校
の
特
色
を
生
か
し
て
、
自
由
に
応
用

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
子
ど
も
た

ち
が
自
分
の
意
思
で
行
動
す
る
こ
と
が
重
要

だ
か
ら
で
す
」
と
舩
木
さ
ん
。
例
え
ば
、
作

文
の
代
わ
り
に
お
絵
か
き
に
し
た
り
、
地
図

を
手
書
き
で
は
な
く
デ
ジ
タ
ル
形
式
に
し
た

り
、
地
域
に
配
る
防
災
新
聞
を
作
っ
た
り
し

た
教
員
も
い
た
。

　「
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
が
得
意
な
こ
と
だ

と
生
き
生
き
と
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
す
。
前

向
き
な
姿
勢
で
防
災
を
学
ぶ
こ
と
で
、
災
害

と
し
っ
か
り
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
」
と
現
地
の
教
員
た
ち
は
う
れ
し
そ

う
に
話
す
。

　
こ
う
し
た
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
、

教
育
関
係
者
で
共
有
す
る
場
を
設
け
て
、
良

い
点
や
改
善
点
な
ど
を
議
論
し
て
い
る
。
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
教
員
か
ら
教
員
へ
と
受
け
継

が
れ
、
少
し
ず
つ
、
防
災
教
育
に
取
り
組
む

学
校
も
増
え
て
き
た
。

　
災
害
と
向
き
合
い
、
助
け
合
い
の
精
神
を

は
ぐ
く
み
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
る―

。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
た
神

戸
市
の
防
災
教
育
が
、
海
を
超
え
、
ス
リ
ラ

ン
カ
で
災
害
に
立
ち
向
か
う
人
々
に
力
を
与

え
て
い
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

実
感
し
た
防
災
教
育
の
大
切
さ

自
主
性
を
持
っ
て

防
災
を
学
ぶ

面積552.83km2。人口約154万
人。1868年の開港に伴い国際色
豊かな都市に発展。シアトル市やリ
オ・デ・ジャネイロ市、天津市など世界
8都市と姉妹・友好都市提携を結
び、国際交流にも積極的に取り組
む。1995年1月に発生した阪神・淡
路大震災から復興を遂げ、その教訓
を生かし、特に防災分野の国際協力
に力を入れている。

神戸市

災害に立ち　向かう心を育てる

地域の人たちの証言をヒアリングし、津波の危険度を色分けして地図に示す

スリランカの教員を神戸に招いて研
修を実施。心肺蘇生の方法を教え
る舩木さん（右端）津波の体験談をまとめたポスター作りに取り組む中学生。この授業を通

じて、きちんと災害と向き合えるようになった

阪神・淡路大震災をきっかけに、防災教育に力を入れてきた兵庫県神戸市。
そのノウハウを災害に苦しむ開発途上国にも伝えたいと
スリランカの小中学校で防災教育の改善に取り組む。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

34

※阪神・淡路大震災の教訓を国内外に発信し、世界の防災・減災に貢献することを目的に設立された機関。

神  戸  市
［  兵  庫  県  ］

神戸学院大学の学生たちが近隣の小学校で防災教育を実
施。阪神・淡路大震災の教訓を次世代に伝えている

神戸市
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１
９
７
０
年
か
ら
約
40
年
間
、
東
京
消
防
庁
の
消
防
隊
員
と

し
て
勤
務
。
火
災
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
自
然
災
害
や
交
通
事
故

な
ど
の
現
場
で
、
消
火
や
救
助
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、

現
場
で
指
揮
を
執
る
隊
長
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
若
手
隊
員

の
訓
練
も
担
当
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
車
両
の
整
備
、
食
料

の
確
保
、
資
機
材
の
点
検
な
ど
を
先
導
し
、
東
京
か
ら
被
災
地

に
い
ち
早
く
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
を
送
り
出
す
べ
く
奔
走
し
た
。

　
そ
ん
な
伊
藤
さ
ん
の
職
場
に
は
あ
る
教
え
が
あ
っ
た
。「
消

防
に
国
境
な
し
」。
こ
れ
に
の
っ
と
り
、
東
京
消
防
庁
で
は
、

海
外
の
災
害
現
場
に
も
積
極
的
に
隊
員
た
ち
を
派
遣
し
て
き

た
。「
私
自
身
は
海
外
で
活
動
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ア
ル
メ
ニ
ア
や
中
国
・
四
川
で
起
こ
っ
た
地
震
な
ど

で
同
僚
が
活
躍
し
て
い
る
様
子
を
、
身
近
に
見
聞
き
し
て
き

ま
し
た
。
政
治
、
思
想
、
人
種
な
ど
に
関
係
な
く
、
一
つ
の

命
を
救
う
の
が
消
防
で
す
」。
い
つ
か
は
自
分
も
海
外
で
活
動

し
た
い―

。
そ
の
思
い
を
抱
き
続
け
、
退
職
後
、
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
つ
い
に
そ
の
夢
を
か
な
え
た
。

　
赴
任
し
た
メ
デ
ジ
ン
市
は
、
山
に
囲
ま
れ
て
こ
う
配
が
き

つ
く
、
30
〜
40
度
も
あ
る
傾
斜
地
に
建
物
が
密
集
し
て
い
る
。

少
し
雨
が
降
っ
た
だ
け
で
、
土
砂
崩
れ
が
起
き
て
し
ま
い
、

土
砂
に
埋
も
れ
て
命
を
落
と
し
た
人
も
い
る
。

　
現
地
の
消
防
隊
員
と
活
動
し
て
み
る
と
、
あ
る
課
題
が
見

え
て
き
た
。「
消
防
器
具
の
取
り
扱
い
や
救
急
処
置
な
ど
、
実

践
的
な
技
術
が
身
に
付
い
て
い
な
い
。
日
本
で
は
新
人
隊
員

に
対
し
て
１
年
か
け
て
研
修
を
行
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
せ

い
ぜ
い
２
、
３
カ
月
。
現
場
で
の
訓
練
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
」。

　
そ
こ
で
伊
藤
さ
ん
は
、
隊
員
た
ち
の
技
術
向
上
に
乗
り
出

し
た
。
し
か
し
、
外
国
人
で
あ
る
自
分
が
、
新
し
い
や
り
方

〝
消
防
に
国
境
な
し
〞

海
外
で
の
活
動
に
挑
戦

安
全
な
活
動
が

何
よ
り
大
事
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を
押
し
つ
け
て
も
意
味
が
な
い
。
そ
こ
で
、〝
日
本
で
は
こ

う
し
て
い
る
〞と
い
う
実
践
例
を
紹
介
し
、
あ
と
は
彼
ら
に

ど
の
や
り
方
が
良
い
か
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。「
点

検
リ
ス
ト
を
作
れ
ば
、
消
防
器
具
の
状
態
を
効
率
的
に
管
理

で
き
ま
す
」「
チ
ー
ム
に
な
っ
て
救
助
活
動
を
行
っ
た
方
が
、

よ
り
早
く
、
正
確
に
活
動
で
き
ま
す
よ
ね
」
な
ど
、
伊
藤
さ

ん
が
現
役
時
代
に
身
に
付
け
た
消
防
士
と
し
て
の
〝
術
〞を

伝
授
し
た
。

　
こ
れ
が
効
果
て
き
め
ん
。
現
地
の
隊
員
た
ち
は
「
だ
か
ら

今
ま
で
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
か
！
」
と
日
本
の
消
防
活

動
に
興
味
津
々
。「
こ
れ
は
使
え
る
」
と
思
う
も
の
が
あ
れ
ば
、

同
僚
と
試
行
錯
誤
し
て
〝
コ
ロ
ン
ビ
ア
風
〞に
ア
レ
ン
ジ
し
、

積
極
的
に
取
り
入
れ
始
め
た
。

　
中
で
も
、
伊
藤
さ
ん
が
絶
対
に
広
め
た
か
っ
た
の
が
安
全

管
理
の
意
識
だ
。多
く
の
危
険
を
伴
う
災
害
現
場
で
は
、い
つ
、

何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
。「
日
本
で
は
、
ロ
ー
プ
な
ど
の

装
備
が
き
ち
ん
と
身
に
付
け
ら
れ
て
い
る
か
確
認
し
合
っ
た

り
、
建
物
に
入
る
隊
員
の
後
方
で
倒
壊
の
危
険
性
が
な
い
か

監
視
し
た
り
と
、
チ
ー
ム
全
体
で
安
全
に
細
心
の
注
意
を
払

い
ま
す
。
助
け
に
行
く
隊
員
が
災
害
に
巻
き
込
ま
れ
て
は
、

助
か
る
命
も
助
か
り
ま
せ
ん
」。伊
藤
さ
ん
の
力
強
い
言
葉
に
、

現
地
の
隊
員
た
ち
も
心
を
動
か
さ
れ
、
安
全
管
理
の
手
法
を

実
践
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
伊
藤
さ
ん
は
彼
ら
の
努
力
を
褒
め
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
。
自
信
を
付
け
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん
で
も
ら
う

た
め
だ
。
日
本
で
も
長
年
後
進
の
指
導
に
当
た
っ
て
き
た
だ

け
あ
っ
て
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
お
手
の
も
の
。
彼
ら
の
や

る
気
に
火
を
付
け
る
〝
コ
ツ
〞を
知
っ
て
い
る
。

　
消
防
士
と
し
て
の
使
命
を
共
有
し
、
現
場
で
使
え
る
技
術

の
向
上
に
取
り
組
み
た
い―

。
日
本
か
ら
来
た
大
ベ
テ
ラ
ン

の
消
防
士
の
力
を
借
り
て
、
現
地
の
隊
員
た
ち
は
闘
志
を
燃

や
し
て
い
る
。

　
２
０
１
３
年
５
月
22
日
、
正
午
過
ぎ
、
土
砂
崩
れ
が
発
生

し
た
。
場
所
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
北
西
部
、
メ
デ
ジ
ン
市
に
あ
る

住
宅
街
の
一
角
。
傾
斜
地
の
土
壌
が
雨
水
で
流
れ
出
し
、
見

る
見
る
う
ち
に
家
も
崩
れ
て
い
く
。
住
民
た
ち
は
無
事
だ
ろ

う
か―

。
現
場
に
緊
張
が
走
る
。

　
そ
こ
に
、
サ
イ
レ
ン
を
響
か
せ
、
数
台
の
消
防
車
が
到
着

し
た
。
消
防
隊
員
た
ち
が
続
々
と
現
場
に
入
っ
て
い
く
。
そ

の
中
に
、
一
人
の
日
本
人
の
姿
が―

。
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
伊
藤
義
博
さ
ん
だ
。

1951年熊本県出身。東京
消防庁に約40年間勤務。
退職後、2013年1月から、
シニア海外ボランティア（防
災・災害救援）としてコロン
ビアで活動中。

PROFILE

a.はしご車で安全に建物に近づく方法を指導
b.装備品をきちんと身に付けることは安全管理への第一歩
c.消防車の資機材が安全に使用できる状態か点検リストで確認
d.土砂崩れの現場。上の住居は倒壊の危険性がある

伊
藤  

義
博

JICA 
Volunteer  

Story

ab

�
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
�

ITO
Yoshihiro

はしごを安定して建物に取り付けられるよう、綱の結び方を指導する伊藤さん（中央）

c

d

「
日
本
の
消
防
技
術
で
、

 

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
っ
て
ほ
し
い
」

傾
斜
地
が
多
く
、土
砂
崩
れ
な
ど
が
多
発
し
て
い
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
北
西
部
。

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
伊
藤
義
博
さ
ん
は
、自
然
災
害
か
ら
人
々
を
守
る
た
め
、

現
地
の
消
防
隊
員
に
消
防
・
救
助
の
技
術
を
伝
え
て
い
る
。

コロンビア
メデジン



　
地
震
が
起
こ
っ
た
時
、
言
葉
が
分
か
ら
な

い
と
い
う
不
安
は
想
像
に
難
く
な
い
。
日
本

で
も
地
震
が
起
こ
る
た
び
に
、
課
題
に
な
っ

て
い
た
の
が
外
国
人
へ
の
対
応
だ
。

　
そ
こ
で
手
を
挙
げ
た
の
が
、
滋
賀
県
の
国

際
教
育
研
究
会
「G

local net S
higa

」。
公

益
財
団
法
人
滋
賀
県
国
際
協
会
が
中
心
と
な

り
、
県
内
の
現
職
教
員
を
は
じ
め
、
青
年
海

外
協
力
隊
の
経
験
者
、
N
G
O
の
ス
タ
ッ
フ
な

ど
が
集
ま
っ
て
で
き
た
組
織
。
キ
ー
ワ
ー
ド

は
〝
グ
ロ
ー
バ
ル（
世
界
）〞と
〝
ロ
ー
カ
ル（
地

域
）〞
を
つ
な
ぐ
〝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〞
だ
。

　
滋
賀
県
は
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
は
じ
め
、

外
国
人
が
多
く
居
住
し
て
い
る
。
地
震
の
時
、

彼
ら
が
ど
ん
な
不
安
を
抱
え
て
い
る
の
か
。

ま
ず
は
私
た
ち
が
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
―
。
そ
ん
な
思
い
で
、G

local net S
higa

の
メ
ン
バ
ー
が
作
成
し
た
教
材
が
『「
言
葉
が

わ
か
ら
な
い
」体
験
ゲ
ー
ム 

何
が
起
こ
っ
た
？

（
震
災
編
）』。
ロ
シ
ア
語
の
ラ
ベ
ル
の
水
を
飲

み
比
べ
る
の
も
、
こ
の
教
材
を
使
っ
た
授
業

の
一
コ
マ
だ
。

　「
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
、
外
国
人
の
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
な
不
安
を
感
じ
る
の
か
。

そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
に
感
じ
て
ほ
し
い
と
思

っ
た
ん
で
す
」
と
、
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て

教
材
開
発
に
か
か
わ
っ
た
大
森
容
子
さ
ん
（
滋

賀
県
国
際
協
会
）。
町
内
放
送
の
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
流
れ
る
情
報
が
聞
き
取
れ
な
い
、
避
難

経
路
の
標
識
が
読
め
な
い
、
配
給
を
も
ら
う

に
も
ル
ー
ル
が
分
か
ら
な
い
…
。
外
国
人
が

直
面
す
る
で
あ
ろ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
さ
れ
、
疑
似
体
験
で
き
る
内

容
に
な
っ
て
い
る
。

　「
言
葉
が
通
じ
な
い
こ
と
、
文
化
背
景
が
異

　
突
然
の
大
き
な
揺
れ
。
わ
け
が
分
か
ら
ず
、

動
揺
し
て
し
ま
う
の
は
、
誰
も
が
同
じ
は
ず

だ
。
し
ば
ら
く
し
て
、ハ
ッ
と
冷
静
に
な
っ
て
、

反
射
的
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
つ
け
る
。
ど

れ
く
ら
い
の
規
模
の
地
震
か
、
震
源
地
は
ど

こ
か
、
そ
し
て
、
ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
い
い

の
か
。
流
れ
て
く
る
情
報
に
従
っ
て
、
次
の

行
動
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
で
も
も
し
、
そ
の
情
報
が
す
べ
て
外
国
語

だ
っ
た
と
し
た
ら
―
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

分
か
ら
ず
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
。

　「
こ
こ
に
２
種
類
の
水
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち

ら
を
飲
ん
だ
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？
」

　
所
変
わ
っ
て
、
滋
賀
県
の
と
あ
る
中
学
校

の
教
室
。
２
本
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
は
そ
れ

ぞ
れ
ラ
ベ
ル
が
付
い
て
い
る
が
、
印
刷
さ
れ

て
い
る
の
は
見
慣
れ
な
い
言
葉
。
日
本
語
で

は
な
い
の
で
読
め
な
い
。

　「
こ
っ
ち
じ
ゃ
な
い
？
」

　「
い
や
、
こ
っ
ち
だ
よ
」

　
生
徒
た
ち
は
そ
の
文
字
の
意
味
を
想
像
し

な
が
ら
、
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
。
そ

し
て
、
実
際
に
そ
の
水
を
飲
ん
で
み
る
と
…
。

先
生
か
ら
答
え
の
発
表
だ
。

　「
こ
れ
は
ロ
シ
ア
語
で
す
。
①
は
飲
料
水
、

②
は
ト
イ
レ
用
の
水
と
書
い
て
あ
り
ま
す
」

　「
え
ー
！！

　
②
を
選
ん
だ
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
た
ち
か
ら
、

悲
鳴
の
よ
う
な
驚
き
の
声
が
上
が
る
。「
避
難

所
で
水
が
配
ら
れ
る
時
、
外
国
人
だ
っ
た
ら

起
こ
り
得
る
状
況
で
す
よ
ね
」。
先
生
の
言
葉

に
、
生
徒
た
ち
は
深
く
う
な
ず
く
。

　
ガ
タ
、
ガ
タ
ガ
タ
、
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ

ガ
タ
！！

　「
震
度
５
の
地
震
が
起
き
ま
し
た
。
揺
れ
が

収
ま
っ
た
ら
、
速
や
か
に
近
く
の
避
難
所
に

向
か
っ
て
く
だ
さ
い
！
」

な
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
摩
擦
が
起
こ
り

か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
」

と
大
森
さ
ん
。
２
０
０
７
年
の
新
潟
県
中
越

沖
地
震
な
ど
、
こ
れ
ま
で
被
災
地
で
実
際
に

起
こ
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
授
業
を
受
け
た
生
徒
た
ち
は
、
外
国
人
の

〝
不
安
〞
を
肌
で
実
感
し
た
様
子
。「
言
葉
が

分
か
ら
な
い
こ
と
が
、
ま
さ
か
命
に
か
か
わ

る
な
ん
て
…
。
看
板
な
ど
は
外
国
の
人
に
も

分
か
り
や
す
く
書
い
た
方
が
良
い
と
思
い
ま

し
た
」「 

〝
助
け
合
い
〞
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
外
国
の
人
が
困
っ
て
い
た
ら
、
優
し

く
分
か
り
や
す
く
案
内
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
」
な
ど
と
話
し
て
く
れ
た
。
こ
の
教
材

が
完
成
し
た
の
は
、
奇
し
く
も
、
東
日
本
大

震
災
の
直
前
。
災
害
対
策
へ
の
意
識
が
高
ま

る
中
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
県
の
消
防
学
校

や
地
元
の
自
治
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　「
普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の

付
き
合
い
が
あ
れ
ば
周
り
の
人
が
助
け

て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
す
べ

て
の
人
が
そ
う
で
は
な
い
。
言
葉
が
分

か
ら
な
く
て
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
と

い
う
こ
と
を
、こ
の
教
材
を
通
じ
て〝
知

る
〞
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
手
を

差
し
伸
べ
ら
れ
る
人
が
増
え
て
く
れ
れ

ば
」
と
大
森
さ
ん
は
期
待
す
る
。

　
外
国
人
に
優
し
く
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
。
滋
賀
県
発
の
取
り
組
み
が

全
国
各
地
に
広
ま
り
、
い
つ
、
何
が
起

こ
っ
て
も
、
み
ん
な
で
助
け
合
え
る
日

本
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

言
葉
が
分
か
ら
な
い

と
い
う
恐
怖

外
国
人
の
立
場
に
な
っ
て

考
え
て
み
よ
う

地
震
が
あ
っ
て
も
怖
く
な
い
！

外
国
人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

地
震
が
起
こ
っ
た
時
、
真
っ
先
に
気
に
な
る
の
が
〝
情
報
〞
。

で
も
、
も
し
そ
の
国
の
言
葉
が
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
―
。

災
害
時
で
も
外
国
人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

滋
賀
県
の
教
員
た
ち
が
〝
体
験
型
〞
の
教
材
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

滋賀県内の学校では総合的な学習の時間などで教材を活
用。外国人に優しいまちづくりを目指す

「周りには、外国人には理解できない言葉がたくさんある。緊急
災害時だけでなく、日常の救急通報にも生かしたい」と消防隊
員たち

教材を使った学びを経て、小学生が外国人向けに作った避難所を示
す標識。ポルトガル語、スペイン語、韓国語、英語などさまざまな単語
が盛り込まれている

『「言葉がわからない」
体験ゲーム何が起こっ
た？（震災編）』は、購
入、貸出が可能。詳しく
は、Glocal net Shiga
（siamail@mx.biwa.
ne.jp）まで

「どちらが飲料水でしょう」。避難所
で水の配給があった時、外国人に
も分かりやすい案内の仕方につい
て考える。正解は、ロシア語で①は
飲料水、②はトイレ用の水

」

ポルトガル語の避難経路の標識。黄色は「ここは通
ってはいけません」、緑は「この経路を使いましょう」の
意味。逆方向に行ってしまうと大変だ
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倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
は
７
月
25
〜

27
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
３
カ
国
を
歴
訪
し
、
近
年
、

著
し
い
成
長
を
遂
げ
て
い
る
各
国
の
首
脳
と

の
会
談
を
通
じ
て
、
今
後
の
さ
ら
な
る
関
係

強
化
に
向
け
て
、
活
発
な
議
論
を
交
わ
し

た
。

　
２
０
１
３
年
は
、
日
・
A
S
E
A
N
友
好

協
力
40
周
年
。
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
地
理

的
に
も
近
く
、
双
方
の
発
展
に
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
密

接
な
関
係
を
築
い
て
き
た
。
今
後
は
〝
共
に

成
長
す
る
〞
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
発
展
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
と
も
い
え

る
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
と
の
連
携
な
ど
、
経
済
協
力
の
強
化
を

通
じ
て
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
活
力
を
日
本

経
済
の
再
生
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

意
向
が
示
さ
れ
た
。

　
27
日
に
訪
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、①
活

力
あ
る
経
済
を
共
に
育
む
、②
海
洋
分
野
で

の
協
力
推
進
、③
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
プ
ロ
セ

ス
支
援
の
強
化
、④
人
的
交
流
の
一
層
の
促

進
と
い
う
「
４
つ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を

表
明
。
ア
キ
ノ
大
統
領
と
の
会
談
で
は
、
円

借
款
を
通
じ
た
巡
視
艇
10
隻
の
供
与
と
と
も

に
、
円
借
款
の
新
た
な
枠
組
み
で
あ
る
「
災

害
復
旧
ス
タ
ン
ド
バ
イ
借
款
」
の
実
施
を
表

明
し
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
約
７
０
０
０
の
島
か
ら
な

る
海
洋
国
家
。
今
回
の
巡
視
艇
の
供
与
は
、

同
国
の
海
上
保
安
組
織
「
沿
岸
警
備
隊
」
の

能
力
向
上
が
最
大
の
ね
ら
い
だ
。
こ
れ
と
併

せ
て
、
内
航
海
運
の
安
全
性
を
高
め
る
た

め
、
日
本
の
国
土
交
通
省
な
ど
か
ら
の
専
門

家
派
遣
を
表
明
し
た
。

　「
災
害
復
旧
ス
タ
ン
ド
バ
イ
借
款
」
は
、

安

ASEAN
新たなネットワーク構築へ

ODA政策

ODA政策

災
害
発
生
時
に
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
な
ど
に
素

早
く
取
り
掛
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
相

手
国
政
府
と
融
資
枠
に
つ
い
て
事
前
に
合
意

し
て
お
く
制
度
。
日
本
に
と
っ
て
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
が
最
初
の
適
用
国
と
な
る
。

　
通
常
の
円
借
款
は
相
手
国
の
要
請
を
受
け

て
か
ら
実
行
す
る
ま
で
に
数
年
か
か
る
が
、

こ
の
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
災
害
発
生

時
に
相
手
国
の
要
請
が
あ
れ
ば
即
時
に
融
資

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
被
災
地
の
迅
速
な
復

旧
活
動
に
つ
な
が
る
。
今
回
、
両
国
の
間
で

は
１
０
０
億
円
の
融
資
枠
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
今
な
お
緊
張
状
態
が
続
く
ミ
ン

ダ
ナ
オ
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発
、
移
行
プ
ロ
セ
ス
に
お

け
る
人
材
育
成
、
持
続
的
発
展
の
た
め
の
経

済
開
発
の
３
つ
を
柱
に
支
援
を
強
化
し
て
い

く
方
針
が
示
さ
れ
た
。

月
25
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
究
所
（
東
京
・

市
ヶ
谷
）
で
「
大
学
に
よ
る
O
D
A

の
戦
略
的
活
用
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
意
見
交

換
会
が
外
務
省
主
催
で
開
か
れ
た
。
大
学
に

よ
る
国
際
協
力
へ
の
参
画
を
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
や
民
間
企
業
の
海
外
進
出
促
進
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
目
的
だ
。

　
会
場
に
は
、
阿
部
俊
子
外
務
大
臣
政
務
官

を
は
じ
め
、
文
部
科
学
省
や
中
小
企
業
庁
、

全
国
の
大
学
や
企
業
の
関
係
者
ら
が
出
席
。

阿
部
政
務
官
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
や
企
業
の
海
外
展
開
支
援

が
政
府
の
新
た
な
成
長
戦
略
（
日
本
再
興
戦

略
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、「
大

学
に
よ
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
戦
略
的
な
活
用
が
進
め

ば
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
人
間
の
安
全
保
障

の
理
念
に
基
づ
く
国
際
協
力
を
推
進
す
る
こ

と
に
役
立
つ
」
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
地
元
の
自
治
体
や
中
小
企
業
と

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
山
口
大
学
、
近
畿
大
学
、
立
命
館
ア

ジ
ア
太
平
洋
大
学
、
京
都
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
を
報
告
。
山
口
大
学
は
地
元
の

中
小
企
業
と
共
同
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
事
業

を
進
め
て
お
り
、
大
学
が
持
つ
技
術
の
波
及

や
地
域
社
会
と
の
関
係
構
築
な
ど
、
大
学
が

国
際
協
力
に
参
画
す
る
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
を

共
有
し
た
。

　
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
の
一
環

と
し
て
、
大
学
と
青
年
海
外
協
力
隊
と
の
連

携
も
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
す

で
に
協
力
隊
へ
の
参
加
に
よ
る
単
位
認
定
制

度
を
取
り
入
れ
て
い
る
広
島
大
学
、
帯
広
畜

産
大
学
、
拓
殖
大
学
の
例
が
紹
介
さ
れ
、
同

制
度
の
さ
ら
な
る
普
及
に
つ
い
て
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
た
。

　
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
担
い
手
に
〝
知
の
集
積
〞
で
あ

る
大
学
を
ど
う
巻
き
込
ん
で
い
く
か
。
外
務

省
は
、
今
後
も
積
極
的
に
大
学
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
く
。

7

　
ま
た
、
25
日
に
訪
問
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
で

は
、
ナ
ジ
ブ
首
相
か
ら
「
東
方
政
策
の
セ
カ

ン
ド
ウ
ェ
ー
ブ
（
第
二
波
）」
の
構
想
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
が
日

本
な
ど
の
成
長
に
学
ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の

30
年
を
経
て
、
さ
ら
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進

む
た
め
、
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
、
経
済
・
金
融

分
野
で
も
さ
ら
な
る
協
力
を
進
め
て
い
く
と

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
病
巣
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
ね
ら
い
撃
ち
す
る
最
先
端
の
重
粒
子
線
が

ん
治
療
と
、
円
建
て
外
債
（
サ
ム
ラ
イ
債
）

の
発
行
に
つ
い
て
の
協
力
に
関
す
る
覚
書
の

署
名
式
も
安
倍
総
理
と
ナ
ジ
ブ
首
相
立
ち
会

い
の
下
で
実
施
さ
れ
た
。

　
26
日
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ト
ニ
ー
・
タ

ン
大
統
領
を
表
敬
訪
問
す
る
と
と
も
に
、
リ

ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン
首
相
と
会
談
。
同
国
を
は

じ
め
と
し
た
A
S
E
A
N
と
の
協
力
関
係
の

強
化
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。

　
安
倍
総
理
は
同
日
に
開
か
れ
た
講
演
で
、

日
本
の
経
済
政
策
に
つ
い
て
語
り
、
A
S
E

A
N
と
日
本
の
関
係
を
飛
行
機
の
両
翼
に
取

り
付
け
ら
れ
て
い
る 

〝
ツ
イ
ン
・
エ
ン
ジ
ン
〞

に
例
え
、「
成
長
戦
略
が
双
方
の
経
済
に

w
i
n
ー
w
i
n
の
関
係
を
も
た
ら
す
」
と

強
調
し
た
。

　
今
年
12
月
に
は
、
東
京
都
内
で
日
・
A
S

E
A
N
友
好
協
力
40
周
年
を
記
念
し
た
「
日
・

A
S
E
A
N
特
別
首
脳
会
議
」
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
は
今
後
も
同
地
域
と

の
経
済
連
携
や
交
流
を
進
め
る
と
と
も
に
、

貿
易
や
投
資
に
関
す
る
制
度
づ
く
り
な
ど
に

も
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

ODA政策
「安倍総理がASEAN3カ国を歴訪」

「大学によるODAの戦略的活用」

オールジャパンで
グローバル人材を育成

ココシリ
「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

7
月
24
〜
26
日
、
岸
田
文
雄
外
務
大
臣

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、

ヨ
ル
ダ
ン
を
訪
問
。
元
首
・
外
相
ら
と
の
会

談
を
通
じ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ

の
信
頼
醸
成
を
目
指
し
た
「
平
和
と
繁
栄
の

回
廊
」
構
想
に
お
け
る
協
力
強
化
な
ど
、
従

来
の
取
り
組
み
を
よ
り
具
体
化
し
て
い
く
姿

勢
を
示
し
た
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
二
国
間
関
係
を
さ
ら
に

強
化
す
る
こ
と
で
一
致
。
特
に
、
広
報
文
化
、

安
全
保
障
、
国
際
法
、
宇
宙
分
野
で
の
協
力

を
強
化
し
、
科
学
技
術
協
力
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
で
一
致
し
た
。

　
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
の
訪
問
で
は
、
パ
レ

ス
チ
ナ
暫
定
自
治
政
府
に
よ
る
経
済
社
会
開

発
へ
の
努
力
の
推
進
を
目
指
し
、
シ
ュ
ク
リ

ー
・
ビ
シ
ャ
ー
ラ
・
パ
レ
ス
チ
ナ
暫
定
自
治

政
府
財
務
庁
長
官
と
の
間
で
８
億
円
の
ノ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
無
償
資
金
協
力
に
関
す
る
書

簡
の
交
換
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
経
済

「岸田外相、中東訪問」

中東和平の実現に向けて
取り組みを強化

の
安
定
化
、
貧
困
削
減
な
ど
へ
の
貢
献
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
の
ジ
ェ
リ

コ
市
で
は
、「
平
和
と
繁
栄
の
回
廊
」
構
想
の

下
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
ヨ
ル
ダ

ン
の
閣
僚
を
招
集
し
、
約
５
年
ぶ
り
の
４
者

協
議
閣
僚
級
会
合
を
開
催
。
同
構
想
の
実
現

に
向
け
て
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
ヨ
ル
ダ
ン
で
は
、
治
安
悪
化
が
懸
念
さ
れ

る
シ
リ
ア
国
境
近
く
の
国
内
最
大
の
ザ
ア
タ

リ
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
視
察
。
岸
田
外
相
は
政

府
要
人
と
の
会
談
の
中
で
、
シ
リ
ア
難
民
の

受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
ヨ
ル
ダ

ン
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
１
２
０
億

円
の
円
借
款
を
含
め
、
日
本
が
行
っ
て
い
る

支
援
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
今
な
お
不
安
定
な
情
勢
下
に
あ
る
中
東
。

日
本
は
こ
の
地
域
の
和
平
実
現
の
た
め
に
、

今
後
も
積
極
的
に
支
援
を
展
開
し
て
い
く
。

ODAにおける大学と中小企業、大企業、
地方自治体、NGOとの連携事例

★外務省委託事業「案件化調査」
山口大学「防災・環境保全及び環境再生技
術の展開・普及可能性調査（インドネシア）」
（多機能フィルター株式会社と連携）

★JICA協力準備調査（BOPビジネス連携促進）
近畿大学「BOP訴求型の農林業由来バイオ
コークス製造販売事業準備調査（ラオス）」
（王子グリーンリソース株式会社と連携）
京都大学「日本発「土のう」による農村道路整
備事業準備調査（ガーナ）」（NPO法人道普
請人と連携）

★JICA草の根技術協力事業（地域提案型）
立命館アジア太平洋大学「スリン県における
コミュニティ・キャパシティ開発による地方開発
プロジェクト（タイ）」（大分県別府市と連携）

首都 ： エルサレム ※1
面積 ： 2.2万km2 ※2
人口 ： 798万人
1人当たり国内総生産（GDP） ： 27,357ドル

イスラエル

※1 日本を含め国際的には認められていない。
※2 数字はイスラエルが併合した東エルサレムおよびゴラン高原を含
むが、右併合は日本を含め国際的には承認されていない。

面積 ： 6,020km2
人口 ： 450万人
1人当たり国内総生産（GDP） ： 2,394ドル

パレスチナ自治区

首都 ： アンマン　　　
面積 ： 8.9万km2
人口 ： 604.7万人
1人当たり国民総所得（GNI） ： 4,380ドル

ヨルダン

首都 ： クアラルンプール　面積 ： 33万km2
人口 ： 2,933万人　1人当たり国内総生産（GDP） ： 9,890ドル

マレーシア

首都 ： なし　面積 ： 716km2
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首都は国内唯一の100万人都市。全人口の3分の１が暮らしている

首都エレバン近郊にある
ゲガルド修道院の前で。
楽隊や土産物屋がその
場をにぎわせる

首都近郊から望むアララト山。雄大な独立峰は、形こそ異なるが富士山のイメージと重なる

街中で出会った少女たち。
声をかけると、人なつこい
笑顔を向けてくれた

デベデ峡谷で最古のオズン教会。6世紀の創建とい
われるが、今なお信者たちの憩いの場となっている

世界遺産にも登録されているハフパット修道院。
観光客も少なく、静かな空気に包まれている

こ
と
だ
。
今
で
も
エ
ル
サ
レ
ム
の
聖
地

で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
な
ど
の
大
宗
派
と

並
び
、
ア
ル
メ
ニ
ア
使
徒
教
会
が
重
要

宗
派
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

　
５
世
紀
に
は
聖
職
者
に
よ
り
ア
ル
メ

ニ
ア
文
字
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
後
、

聖
書
の
完
訳
も
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

宗
教
的
な
歴
史
は
、
今
も
な
お
、
こ
の

国
の
強
固
な
民
族
意
識
の
礎
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
の
国
で
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
何
よ

り
も
教
会
の
数
の
多
さ
だ
。
古
い
も
の

は
４
〜
６
世
紀
の
創
建
と
も
い
わ
れ

る
。
十
字
架
型
の
底
面
に
ド
ー
ム
の
よ

う
な
高
い
天
井
を
頂
く
聖
堂
は
、
高
潔

な
迫
力
を
演
出
し
、
飾
り
気
の
な
い
堅

固
な
石
造
り
と
相
ま
っ
て
厳
か
な
気
配

を
漂
わ
せ
る
。

　
中
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
神
父
の

聖
歌
が
心
地
よ
く
堂
内
に
澄
み
わ
た

り
、
深
山
幽
谷
の
流
れ
の
よ
う
に
人
々

の
心
を
清
め
て
く
れ
る
。
こ
の
安
ら
ぎ

を
求
め
に
訪
れ
る
信
者
を
迎
え
入
れ
る

か
の
よ
う
に
、
献
灯
台
の
ロ
ウ
ソ
ク
の

と
も
し
び
は
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。

い
る
。
し
か
し
長
年
の
時
を
経
て
、
今

で
は
ト
ル
コ
領
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
世
界
中
に
信
者
が
い
る
ア
ル
メ
ニ
ア

使
徒
教
会
の
発
祥
地
と
し
て
も
名
高
い

国
。
エ
ル
サ
レ
ム
で
生
ま
れ
た
キ
リ
ス

ト
教
は
、
そ
の
布
教
の
過
程
で
激
し
い

迫
害
を
受
け
た
が
、
世
界
で
初
め
て
国

教
と
し
て
受
容
し
た
の
が
ア
ル
メ
ニ
ア

だ
っ
た
。
ロ
ー
マ
帝
国
で
の
国
教
化
よ

り
１
世
紀
近
く
も
早
い
、
３
０
１
年
の

　
黒
海
と
カ
ス
ピ
海
に
挟
ま
れ
た
南
コ

ー
カ
サ
ス
三
国
の
一
つ
、ア
ル
メ
ニ
ア
。

そ
の
名
は
古
く
、
紀
元
前
14
〜
12
世
紀

の
誕
生
と
も
い
わ
れ
る
。

　
伝
説
の
「
ノ
ア
の
方
舟
」
が
漂
着
し

た
と
い
わ
れ
る
ア
ラ
ラ
ト
山
は
、
古
代

ア
ル
メ
ニ
ア
を
象
徴
す
る
名
山
。
天
気

の
良
い
朝
に
は
国
内
各
地
か
ら
眺
望
で

き
、そ
の
孤
高
の
美
し
さ
や
存
在
感
は
、

日
本
の
象
徴
で
あ
る
富
士
山
に
も
似
て

　
旧
ソ
連
の
一
国
と
い
う
、
と
も
す
れ

ば
、
今
も
な
お
ベ
ー
ル
で
覆
わ
れ
た
小

国
。
い
く
つ
も
の
世
界
遺
産
を
抱
え
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
欧
米
諸
国
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
華
や
か
な
観
光
客
に

出
会
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
世
界

を
席
巻
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
と
は
無
縁
の
よ
う
に
、
静
ひ
つ
な

時
が
流
れ
る
。

　
そ
ん
な
場
所
で
出
会
っ
た
い
く
つ
も

の
瞳
は
、
み
な
一
点
の
曇
り
も
な
く
、

謙
虚
さ
と
穏
や
か
さ
に
満
ち
て
い
た
。

そ
の
人
々
の
控
え
め
な
優
し
さ
に
気
づ

い
た
時
、
こ
の
地
の
真
の
姿
が
見
え
て

く
る
の
だ
ろ
う
。

静
ひ
つ
な
時
に

包
ま
れ
て

聖歌隊の少女たちは地元の小中学生。大の仲良しグループだ

Armenia
［アルメニア］

写真・文＝鈴木革（写真家）

地球ギャラリー vol.60

い
し
ず
え

雲間に見えるのはアララト山。教会の眼下にはトルコ国境が立ちはだかっている

アルメニア最大の湖であるセヴァン湖近くの山岳地帯。
新緑の季節は、鮮やかな緑に包まれている

ハフパット修道院の日曜ミサ。神父以外は村のボランティアの青年たちだ

北部のハフパット修道院の大聖堂。アルメニア独特の建築様式だ

ハフパット修道院はデベデ峡谷の断崖上にある

同じくデベデ峡谷にあるサナヒン修道院。「ガヴィット」と呼ばれる多目的ホールは、アルメニア
建築の美しさの象徴

地球ギャラリー vol.60

地球ギャラリー vol.60
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アルメニア最大の湖であるセヴァン湖近くの山岳地帯。
新緑の季節は、鮮やかな緑に包まれている

ハフパット修道院の日曜ミサ。神父以外は村のボランティアの青年たちだ

北部のハフパット修道院の大聖堂。アルメニア独特の建築様式だ

ハフパット修道院はデベデ峡谷の断崖上にある

同じくデベデ峡谷にあるサナヒン修道院。「ガヴィット」と呼ばれる多目的ホールは、アルメニア
建築の美しさの象徴

地球ギャラリー vol.60

地球ギャラリー vol.60



IT

IT産業の発展に向け、若者たちがウェブ開発などを学べるトゥモセンターを首都に整備

「投資・進出先としてポテンシャルが
高いアルメニアに、ぜひ日本企業
に来てもらいたい」とグラント・ポゴ
シャン特命全権大使

「ラワシ」は生地を薄くのばし、かまどでさっと焼
いたら完成

I T （情報技術）

【RE C I P E】

技術力の高さで
注目を浴びるアルメニアの産業と言えば 　日本ではあまり知られていないが、アルメニアの主要

産業はIT。1950年代からコンピューターの設計やソフト
ウェアの開発に力を入れ始め、かつては「ソ連のシリコン
バレー」とも呼ばれた。91年の独立後も、その高い技術
力は世界から注目を集め、シノプシスやマイクロソフトと
いった大企業がオフショア開発を展開。経済特区を設け
て法人税を免除するなど、海外のIT企業がビジネスを始
めやすい環境整備にも積極的だ。
　アルメニアのさらなる発展のカギを握るIT産業。そこ
で今、特に力を入れているのが人材育成。首都エレバン
には最新鋭のコンピューター設備がそろう“トゥモセン
ター”がつくられ、12～18歳の若者を対象に創造性を
養うIT教育を実施。会員登録すれば放課後などに無料
で通え、ウェブ開発や
ゲーム開発、アニメー
ション、デジタルメディ
ア、プログラミングなど
が学べる。 

　世界最古のワイン工場がアルメニ
アにある。その誕生は、今からさかの
ぼること、約6,000年前。温暖な気
候の恩恵を受け、ブドウをはじめ、プ
ルーンやアンズといった果物の栽培
が盛んだったためだ。
　中でもブドウは、家庭の食卓で大
活躍。実のまま食べるのはもちろ
ん、木の枝は燃料として、葉は食材と
して使われてきた。「ドルマ」は、コメ
や肉、野菜などをブドウの葉で巻い
てゆでた料理。葉の酸っぱさが具材
と絶妙にからみ合っておいしい。
　また、畜産業も盛んだ。ヨーグル
トは、塩を加えて飲んだり、スープに
も使われる。チーズも食卓のおつま
みに欠かせない。

アルメニアの文化を
知ろう！

ガッパマ

アルメニア料理と言えば
カボチャ鍋のピラフ

　そして、これらと一緒に食べる主
食が、「ラワシ」と呼ばれる薄いパ
ン。チーズやハーブ、野菜などを巻い
て食べるのが一般的だ。
　また、新年やクリスマスなど、人が
多く集まる席で振る舞われるのが
「ガッパマ」。鍋として使うのは、なん
と巨大カボチャ。中をくり抜き、コメ
やドライフルーツをたっぷり詰めてオ
ーブンで焼く。出来上がったらテーブ
ルの真ん中に置き、カボチャを切り
分けてみんなで囲んで食べる。ドライ
フルーツの甘さとカボチャの香りの
組み合わせがたまらない。

●材料（4人前）
カボチャ大1玉／コメ350g／リンゴ200g／レー
ズン30g／ドライフルーツ（プルーン、アンズ、モ
モ）70g／アーモンド30g／はちみつ30g／バター
70g／シナモンパウダー、塩各少々

カボチャの上部をふたになるように丸く切り抜き、種とわたを取り出す。
コメを芯が残るぐらいの硬さに炊く。
ボウルに、❷、角切りにしたリンゴ、レーズン、種を取ったドライフルー
ツ、細かく切ったアーモンド、バター、シナモンパウダー、塩を入れて混
ぜる。
❸を❶に詰め、はちみつをかけたら、カボチャの上部でふたをし、200
度のオーブンで約40分焼く。

❶
❷
❸

❹

※日本企業を対象に、アルメニアのIT産業を紹介する
投資・進出セミナーを9月13日（金）14～16時に日本
貿易振興会（ジェトロ）本部（東京）で開催！（詳細は
www.jetro.go.jp/events/item/20130731429/）

取材協力：駐日アルメニア共和国大使館

※カボチャの大きさにより材料の量は調整。
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新 着 情 報

B  OOK

『跳べ！世界へ
  エアラインから国連、国際NGOへ』
冷戦下の東ベルリン生まれ、中国育ちの著者は、アメリカ留学
後、世界を飛び回りたいと欧米の航空会社に就職。フライトで
訪れたアジアやアフリカの国々で
貧しい子どもたちと出会い、世界
にはびこる格差を知る。その後、
人身売買を経験した子どもをケア
するボランティアなどを経て、200
9年、国連開発計画（UNDP）の
職員に転身。教育支援に汗を流
す中、銃撃に遭い、九死に一生を
得たことも。それでも彼女は、私に
はまだやるべきことがあると立ち上
がる。一見華やかな人生の裏側
にある努力や葛藤が綴られた一
冊。

B  OOK

『アフガニスタンに平和の礎を 
  人々の生活再建に奔走する日本人たち』
2001年末、タリバン政権が崩壊したアフガニスタン。国際社
会から“忘れられた国”の復興を、日本は積極的に支援してき
た。いまだ治安が安定しない中、
日本政府や民間企業の関係者、
ＮＧＯスタッフ、国際機関やＪＩＣＡ
の職員など、さまざまな立場から現
場に赴き、アフガニスタンのため
に奔走した日本人たち。緊急人
道支援から新しい国づくり、そして
未来を担う人材育成まで、その分
野は多岐に渡る。そんな彼らの体
験談を通じて、日本のアフガニス
タン支援の全体像に迫る。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

会期：9月28日（土）～10月6日（日）　
会場：東京都内7カ所（青山学院アスタジオ、セルバンテス文化センター東京、
イタリア文化会館、グローバルフェスタJAPAN2013、明治大学和泉キャンパス、
明治大学中野キャンパス、早稲田大学 小野記念講堂）
URL：unhcr.refugeefilm.org/
問：国連難民高等弁務官（UNHCR）駐日事務所
TEL：03-3499-2011

JICA研究所アフガニスタン・
プロジェクト・チーム 著
丸善プラネット
1,680円（税込）

『第8回UNHCR難民映画祭』
世界では4秒に1人、紛争や迫害などが原因で故郷を追われている
人々がいる。2012年には新たに約760万人が難民・国内避難民
となり、現在、その数は合計4,500万人以上―。そんな難民の現
実を知ってもらおうと、今年も国連難民高等弁務官（UNHCR）駐
日事務所が映画祭を開催する。シリア内戦で避難を余儀なくされた
難民たちへのインタビューを基にした『シリア、踏みにじられた人々と
希望』、ミャンマー軍事政
権の弾圧を逃れ、東京で
暮らしてきた青年の生き
ざまを追った『異国に生
きる―日本の中のビルマ
人』など、全15作品が上
映される。難民一人一人
のリアルな物語に目を向
けてみよう。

『災害に負けない国づくり 日本発 防災・復興支援展』
　世界各地で発生する自然災害。日本も台風や地震、火山噴火など
数々の災害を経験し、そのたびに防災対策の強化に取り組んできた。
一方で、災害に耐え得るインフラも、防災を推進する人材も不足してい
る開発途上国では、この30年で、約230
万人が災害により命を落としている。
　この展示では、日本の災害の歴史か
ら、途上国が直面する課題、日本の経験
を生かした国際協力まで、防災・復興支
援のイロハを紹介。国境を超えたつなが
りが強まるこの時代、私たちは災害にど
う立ち向かっていくべきか。これを機に考
えてみては。

E  VENT

M  OVIE

佐藤真由美 著
解放出版社
1,575円（税込）

会期：8月6日（火）～12月1日（日）　
　　  10～20時（土日祝は18時閉館／第1・第3月曜休館）
会場：JICA地球ひろば（東京・市ヶ谷）
問：JICA地球ひろば
TEL：0120-76-7278（フリーダイヤル）
URL：www.jica.go.jp/hiroba/about/experience/exhibition/index.html

○c UNHCR
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F A X :03-3221-5584（『JICA’s World』編集部宛）

◎応募締切：2013年10月15日

添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対す
るご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・
電話番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記の
上、お送りください。ご記入いただいた個人情報は統計処
理およびプレゼント発送以外の目的で使用いたしません。
当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。

プレゼント付き

次号予告（2013年10月1日発行予定）

市民参加
国際協力は身近なところでもできる―。この数年、多様化しつつある日本と
開発途上国のつながり。子どもから大人まで、それぞれの立場を生かしてで
きる国際協力のカタチを紹介します。

＊『JICA’s World』は今月号が最終号となります。2008年10月の創刊以
来、長年にわたりご愛読いただきありがとうございました。2013年10月よ
り、JICA広報誌は『mundi』（ラテン語で“世界”）として新たなスタートを切
ります。引き続き、読者の皆さまからのご意見・ご感想をお待ちしています。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
だく形でご送付いたします。巻末の払込取
扱票に、氏名・住所・電話番号・ご希望の送
付期間・送付開始月を明記の上、指定の金
額を郵便局でお支払いください。入金の確認後、発送手配をいたします（入金から
1週間程度かかることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバ
ーをご希望の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申込先
住　所
T E L
F A X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
〒102-0083  東京都千代田区麹町3-2-4 麹町HFビル9F
03-3221-5583
03-3221-5584
order@idj.co.jp

① ガーナのシアバター製品
② 書籍『アフガニスタンに平和の礎を
　　人々の生活再建に奔走する日本人たち』（p37参照）
③ 書籍『跳べ！ 世界へ 
     エアラインから国連、国際NGOへ』（p37参照）
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　日本では“チョコレート”で有名なガー
ナ。アフリカ西部にあるこの国は、北に
は広大な乾燥地帯が、南には美しい緑
と海が広がっている。
　その国から日本に、特に女性にとって
うれしい“モノ”が渡ってきた。今度は食
べ物ではない、ガーナ北部のシンボル、
シアバターノキの実を原料とした“シア
バター”を使った製品だ。
　その仕掛け人となったのが、青年海
外協力隊OGの前田真澄さん。ガーナで
の生活を通じてアフリカに魅せられた
彼女は、「この土地の良さや楽しさ、自
然の中ではぐくまれた知恵を伝えていき
たい」と、帰国後に活動先だったガーナ
北部のズオ村の女性たちとビジネスを始

めることに。現地のシアバターを使った
製品を日本で販売する「アフリカ工房」
を立ち上げた。
　シアバターづくりは、なかなかの重労
働。まずは実から種を取り出し、核の部
分を天日干し。ローストしてからペースト
状にし、ひたすらグルグルかき混ぜる。
力の入れ具合と根気強さがポイントだ。
「日本人女性の心をつかむためには、品
質、見た目など、すべてに気を使わなけ
ればなりません」と前田さん。隊員時代
の相棒たちとのチームワークは抜群。工
房はいつも笑いに包まれている
　肌に優しい100%天然のシアバター。
その潤いが日本とアフリカを笑顔でつな
いでくれる。

Vol.59  ガーナ

シアバターはしっかりとかき混ぜたら完成

シアバターで潤いある生活を

★シアバターの保湿クリームを3人、石けんを1人にプレ
ゼント！→詳細は38ページへ

★シアバター製品は、アフリカ工房のホームページ（www.
africakobo.com/）から購入可能
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　劇作家という仕事柄、これまで「芸
術」を通じて、さまざまな世界を見てきま
した。不思議なもので、歌や踊りには、
その土地の文化が見事に反映されてい
ます。たとえば、日本、タイ、カンボジア
の伝統的な踊りは、大きなカテゴリーで
いうと同じ。ゆっくりとした動きのものが
多く、それはこの地域の人々を支えてきた
“農業”に由来しています。彼らの先祖
にとっては稲が神様。そこで、神様への
感謝を表す踊りとして、大地をゆっくり
踏むような、重心が低いスタイルが浸透
したそうです。このように世界各地の芸
術に触れると、おもしろい共通点が見え
てくる。いろいろな国に足を運ぶことは、
とても勉強になります。
　「インドの子どもたちに演劇のワークシ
ョップをしてほしい」。昨年末、JICAの
方からそんなお話をいただき、20年ぶり
にインドに行きました。といっても、前回
は経由地として立ち寄っただけ。わずか
一日の滞在でしたが、とても貧しいとい
う印象が残っていました。でも今回行っ
てみてびっくり。首都ニューデリーは日本

と変わりないほど発展していたのです。
　私が訪ねたのは、アジア最大ともいわ
れるダラヴィ・スラム。そのそばで、京都
のNGOの方々がスラムで暮らす子どもた
ちに音楽やダンスを教えていました。芸
術を通じて人間力をはぐくむためです。
　「女の子はシャイな子が多くて、みん
なで一緒に何かをやるのが苦手」。そう
聞いていたので、どうしたら楽しんでも
らえるかなと頭を悩ませていました。結
局、その施設に携帯電話のおもちゃがあ
ったので“電話ごっこ”をすることに。
“もしもし”という日本語を教えて、大き
な声で名前を呼び合うんです。自分の声
を相手に聞かせようという気持ちになれ
ば、誰でも声を通すことができる。電話
の声って、実はお芝居の声の出し方の基
本でもあるんです。
　すると、これが大盛り上がり！どこにシ
ャイな子が？というぐらい、みんな元気
いっぱい、大きな声を出してくれました。
その中に一人、重度の障害を持つ子が
いたんですが、その子もとても楽しそう
で。「今までこんな姿見たことがない」

と、スタッフの皆さんも涙を流して喜んで
くれました。
　どこの国に行っても子どもは同じ。新
しいものが大好きで、おもしろいと思う
ことは何でもやってみたい。その思いを
引き出すきっかけを与えるのが大人の役
割だと、あらためて実感しました。
　私はインドで何か特別なことができた
わけではありません。でも「海外からお
もしろい人が来て、見たことも聞いたこと
もないことをやっていった」という記憶
が少しでも残れば、彼らが何かの拍子に
私のことを思い出し、“日本”という国を
意識してくれるかもしれない。私が落と
してきた“異文化のカケラ”が、いつか何
かの形で、一つの絵になってくれればと
願っています。
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「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で

PROFILE 
1959年大阪府出身。大阪の小劇場の老舗「リリパッ
トアーミーⅡ」の座長。2001年、生理用品を開発した
男の物語「お祝い」を女性作家ならではの視点で描
き、大阪舞台芸術奨励賞を受賞。06年には歌舞伎
舞踊「たのきゅう」の脚本・衣裳・演出を担当。07～
08年は新作狂言「わちゃわちゃ」の作・衣裳・出演を
担当するなど、古典への造詣も深い。『リトル・チャロ』
シリーズ（NHK教育テレビジョン）の原作者。「なんと
かしなきゃ！プロジェクト」著名人メンバー。
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